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稀勢の里関に稽古をつけてもらう小学生
　～大相撲夏の巡業の豆力士稽古～

主な内容

● 石岡市の家計簿　　　　       　　　　　　　　　    P ２

● 将門まつり×街コンに参加しませんか　 　　  　　P10

● 社会福祉士を募集します
　 石岡市職員採用試験（追加募集）     　　　　 　    P10

● 資源物の持ち去り禁止 !        　     　　　　　　　　　     P16

特集
生涯現役社会の実現を目指して
　～生涯現役プラチナ応援事業～　P6



　

財
政
事
情
書
は
市
の
家
計
簿
で
、
年
２
回
「
広
報
い
し
お
か
」
に
掲

載
し
て
い
ま
す
。

　

今
回
は
、
平
成
25
年
度
決
算
の
見
込
み
と
、
平
成
26
年
度
の
６
月
30

日
現
在
ま
で
の
財
政
状
況
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　

当
初
予
算
額
は
２
８
６
億
５
０
０
０
万
円
で
し
た

が
、
繰
越
事
業
費
予
算
額
19
億
９
５
４
８
万
円
、
補
正

予
算
額
16
億
５
３
４
３
万
円
を
加
え
て
、
予
算
総
額
は

３
２
２
億
９
８
９
１
万
円
と
な
り
ま
し
た
。

　

決
算
額
は
、収
入
合
計
が
３
０
０
億
４
１
２
３
万
円
、

支
出
合
計
が
２
８
５
億
６
６
１
１
万
円 

で
し
た
。

　

平
成
24
年
度
決
算
と
比
べ
る
と
、
収
入
は
４
・５
％
の

減
、
支
出
は 

４
・
８
％
の
減
と
な
り
ま
し
た
。
減
額
に

な
っ
た
理
由
と
し
て
以
下
の
項
目
が
あ
げ
ら
れ
ま
す
。

収
入
…
普
通
交
付
税
お
よ
び
震
災
復
興
特
別
交
付
税

の
減
（
地
方
交
付
税
）、
災
害
復
旧
工
事
お
よ
び
建

設
工
事
に
対
す
る
国
庫
補
助
金
の
減（
国
庫
支
出
金
）

支
出
…
中
学
校
建
設
事
業
の
減
（
教
育
費
）、
市
債

の
繰
上
償
還
元
金
の
減
（
公
債
費
）

  

な
お
、
年
度
内
の
資
金
不
足
を
補
う
た
め
、
基
金
の

繰
り
替
え
運
用
は
行
い
ま
し
た
が
、
一
時
借
入
金
の
借

入
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

収
入
か
ら
支
出
を
差
し
引
い
た
額
14
億
７
５
１
２
万

円
は
、
平
成
26
年
度
へ
繰
り
越
し
と
な
り
ま
す
。

平
成
26
年
８
月
１
日 

石
岡
市
告
示 

第
２
６
７
号 

財
政
事
情
書

石
岡
市
の

家 
計 

簿

平
成 

25 

年
度 

一
般
会
計
決
算
の
見
込
み

分
類

　
説
　
明

市
税

市
民
税
や
固
定
資
産
税
な
ど
、
私
た
ち
が
市
に
納
め

る
税

地
方
交
付
税

国
税
の
う
ち
、
一
定
の
基
準
に
基
づ
き
市
に
配
分
さ
れ

る
税

国
庫
支
出
金

国
か
ら
特
定
の
事
務
事
業
の
た
め
に
交
付
さ
れ
る
補

助
金
や
委
託
金
な
ど

市
債

公
共
施
設
の
整
備
な
ど
に
あ
て
る
た
め
の
借
入
金

繰
越
金

平
成
24
年
度
か
ら
の
繰
越
金

県
支
出
金

県
か
ら
特
定
の
事
務
事
業
の
た
め
に
交
付
さ
れ
る
補

助
金
や
委
託
金
な
ど

諸
収
入

市
預
金
利
子
や
貸
付
金
元
利
収
入
、
雑
入
な
ど

地
方
消
費
税
         
交
付
金
地
方
消
費
税
の
う
ち
、
基
準
に
基
づ
き
市
に
配
分
さ

れ
る
も
の

そ
の
他

地
方
譲
与
税
、
自
動
車
取
得
税
交
付
金
、
地
方
特
例

交
付
金
、
分
担
金
お
よ
び
負
担
金
な
ど

分
類

　
説
　
明

民
生
費

福
祉
（
障
が
い
者
、
高
齢
者
、
児
童
な
ど
）
事
業
や

生
活
保
護
な
ど
に
か
か
る
経
費

土
木
費

道
路
や
公
園
、
市
営
住
宅
の
建
設
や
維
持
管
理
な
ど

に
か
か
る
経
費

教
育
費

小
中
学
校
や
幼
稚
園
、
図
書
館
、
文
化
振
興
な
ど
に

か
か
る
経
費

公
債
費

市
債
（
借
入
金
）
の
返
済
に
か
か
る
経
費

衛
生
費

医
療
や
環
境
対
策
、
ご
み
処
理
な
ど
に
か
か
る
経
費

総
務
費

市
役
所
の
庁
舎
管
理
や
市
税
の
賦
課
徴
収
、
選
挙
な

ど
に
か
か
る
経
費

消
防
費

消
防
、
防
災
や
救
急
活
動
、
消
防
団
な
ど
に
か
か
る
経
費

農
林
水
産
業
費
農
林
水
産
業
の
振
興
な
ど
に
か
か
る
経
費

そ
の
他

議
会
費
、
商
工
費
、
諸
支
出
金
な
ど

●
収

　
入

●
支

　
出

支 出

収 入

市税
98 億 2,160 万円
32.6％

地方交付税
61 億 461 万円
20.3％

国庫支出金
39 億 9,282 万円

13.3％

市債
38 億 7,880 万円
12.9％

繰越金
14 億 6,075 万円

4.9％
県支出金
16 億 8,683 万円

5.6％

諸収入
7 億 4,827 万円

2.5％

地方消費税交付金
6 億 8,018 万円

2.3％ その他
16 億 6,737 万円

5.6％

民生費
92 億 3,980 万円
32.4％

土木費
39 億 4,307 万円
13.8％

教育費
30 億 6,802 万円

10.7％

公債費
28 億 9,159 万円

10.1％

衛生費
24 億 5,228 万円

8.6％

総務費
23 億 8,052 万円

8.3％

消防費
16 億 7,661 万円

5.9％

農林水産業費
10 億 5,117 万円

3.7％

その他
18 億 6,305 万円

6.5％

285億
6,611 万円

300億
4,123 万円

広報いしおか１０月１日号  №２１６　　２



■
特
別
会
計
と
は

　

国
民
健
康
保
険
や
下
水
道
事
業
な

ど
の
よ
う
に
、
保
険
料
や
使
用
料
な

ど
の
特
定
の
収
入
で
運
営
す
る
事
業

に
つ
い
て
、
そ
の
事
業
に
か
か
る
お

金
の
流
れ
を
分
か
り
や
す
く
す
る
た

め
に
、
一
般
会
計
と
は
別
に
設
け
ら

れ
た
会
計
区
分
の
こ
と
で
す
。

（単位：万円）

※それぞれの額には、前年度から繰り越された繰越明許費繰越額を含みます。

特別会計名 予算総額 収入済額 支出済額 収入支出差引額
（予算に対する割合％） （予算に対する割合％） （翌年度に繰越）

国民健康保険
94 億 7,738 90 億 9,090    95.9% 87 億 9,202 92.8% 2 億 9,888

簡易水道事業
3 億 7,150 3 億 6,516 98.3% 3 億 6,242 97.6% 274

下水道事業
25 億 6,442 24 億 3,109 94.8% 24 億    547 93.8% 2,562

駐車場
2,139 2,146 100.3% 2,091 97.8% 55

農業集落排水事業
4 億 5,681 4 億 4,757 98.0% 4 億 4,508 97.4% 249

霊園事業
2,143 2,327 108.6% 1,937 90.4% 390

介護保険
61 億 7,460 59 億 7,381 96.7% 59 億 4,222 96.2% 3,159

介護サービス事業
2 億 8,515 2 億 6,576 93.2% 2 億 6,576 93.2% 0

後期高齢者医療
6 億 8,826 6 億 7,656 98.3% 6 億 7,450 98.0% 206

合　　計 200 億 6,094 192 億 9,558 96.2% 189 億 2,775 94.4% 3 億 6,783

国民健康保険税の徴収や、保険給付など
にかかる特別会計

三村地区の簡易水道施設の管理運営にか
かる特別会計

下水道施設の整備や、管理運営にかかる
特別会計

市営駐車場の管理運営にかかる特別会計

農業集落排水施設の整備や、管理運営に
かかる特別会計

市営霊園の管理運営にかかる特別会計

介護保険料の徴収や、介護保険給付など
にかかる特別会計

特別養護老人ホーム「のぞみ」の指定管理
や、介護サービスなどにかかる特別会計

後期高齢者医療保険料の徴収や、後期高齢
者医療広域連合納付金にかかる特別会計

企業会計名 予算総額 決算見込額
（予算に対する割合％）

水道事業

収益的収入および支出
収入 5 億 2,547 5 億 3,462 101.7%

支出 5 億 2,224 4 億 9,843 95.4%

資本的収入および支出
収入 8,703 8,675 99.7%

支出 3 億 2,897 3 億 2,661 99.3%

■
企
業
会
計
と
は

　

民
間
企
業
と
同
じ
よ
う
に
、
使
用

料
な
ど
の
収
入
に
よ
っ
て
収
益
を
上

げ
、
そ
の
収
益
に
よ
り
運
営
を
行
う

会
計
区
分
の
こ
と
で
す
。
市
で
は
、

水
道
事
業
の
み
に
導
入
し
て
お
り
、

管
理
・
運
営
に
か
か
る
収
益
的
収
支

と
、
施
設
の
整
備
・
改
修
に
か
か
る

資
本
的
収
支
に
分
か
れ
て
い
ま
す
。

平
成
25
年
度

　
特
別
会
計
決
算
の
見
込
み

八郷地区の水道施設の管理運営にかかる特別会計

財政事情書

▲下水道処理場

（単位：万円）

３　　広報いしおか１０月１日号  №２１６



会計名 予算総額
4 月～ 6 月
収入済額

（予算に対する割合％）

4 月～ 6 月
支出済額

（予算に対する割合％）

4 月～ 6 月
支出負担行為額

（予算に対する割合％）

一般会計 315 億      97 95 億 2,669 30.2% 43 億 1,841 13.7% 92 億 8,065 29.5%

国民健康保険 92 億 5,412 14 億 7,293 15.9% 15 億　647 16.3% 31 億 1,361 33.6%

簡易水道事業 5 億 6,984 511 0.9% 256 0.4% 3,854 6.8%

下水道事業 23 億 4,863 9,072 3.9% １億 1,005 4.7% 4 億 1,472 17.7%

駐車場 2,040 593 29.1% 74 3.6% 260 12.7%

農業集落排水事業 3 億 1,017 890 2.9% 1,410 4.5% 3,232 10.4%

霊園事業 1,540 858 55.7% 70 4.5% 604 39.2%

介護保険 62 億 8,149 9 億 2,051 14.7% 10 億 2,453 16.3% 10 億 8,080 17.0%

介護サービス事業 2 億 8,927 2,231 7.7% 6,852 23.7% 2 億 6,920 93.1%

後期高齢者医療 7 億 1,001 6,241 8.8% 6,120 8.6% 6,131 8.6%

合　　計 513 億      30 121 億 2,409 23.6% 71 億    728 13.9% 142 億 9,979 27.9%

水道事業 予算総額
4 月～ 6 月

収入・支出済額
（予算に対する割合％）

収益的収入
および支出

収入 5 億 4,493 1 億 2,840 23.6%

支出 5 億    789 4,799 9.4%

資本的収入
および支出

収入 2 億 8,500 － 0.0%

支出 4 億 6,516 － 0.0%

（単位：万円）

平成 26 年度予算執行状況

  昨年 12 月に開通した恋瀬川左岸堤道路

  ４月に使用が始まった石岡地方斎場

（単位：万円）

※それぞれの額には、前年度から繰り越された繰越明許費繰越額、継続費繰越額などを含みます。
※支出負担行為とは、支出の原因となるべき契約その他の行為によって発生した金額のことで、契約金額など
の支払予定額を意味します。

広報いしおか１０月１日号  №２１６　　４



市
債
と
は
…

　

家
計
に
例
え
る
と
、
住
宅
ロ
ー
ン
な
ど
の
長
期
借
入
金

と
同
じ
こ
と
を
い
い
ま
す
。

　

主
に
道
路
の
整
備
や
学
校
の
建
設
な
ど
大
型
施
設
を
建

設
・
整
備
す
る
と
き
に
利
用
し
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
資
産
は
、
多
額
の
建
設
費
用
が
か
か
り
ま
す

が
、
数
十
年
に
わ
た
り
世
代
を
超
え
て
長
く
市
民
の
皆
さ

ん
に
利
用
さ
れ
ま
す
。
そ
こ
で
、
現
在
利
用
し
て
い
る
人

だ
け
で
な
く
、
次
の
世
代
に
も
公
平
に
費
用
を
負
担
し
て

い
た
だ
く
と
い
う
意
味
で
借
り
入
れ
を
し
、
長
期
間
に
わ

た
り
計
画
的
に
返
済
し
て
い
ま
す
。

◎
市
債
残
高
は
増
加
し
ま
し
た

　

市
債
の
現
在
高
は
、
１
年
前
よ
り
約
６
億
５
７
３
万
円

増
え
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
、
斎
場
建
設
事
業
や
簡
易
水
道

事
業
な
ど
に
よ
り
借
入
金
が
増
加
し
た
た
め
で
す
。

　

平
成
25
年
度
の
一
般
会
計
と
特
別
会
計
を
合
わ
せ
た
市

債
の
借
入
額
は
47
億
９
１
５
０
万
円
で
し
た
。

財
産
と
は
…

　

家
計
に
例
え
る
と
、貯
金
や
持
ち
家
の
こ
と
を
い
い
ま
す
。

　

基
金
は
、将
来
の
た
め
に
蓄
え
て
お
く
預
貯
金
の
こ
と
で
、

必
要
に
応
じ
て
取
り
崩
し
て
利
用
し
て
い
ま
す
。
庁
舎
整
備

基
金
は
、
積
み
増
し
を
実
施
し
、
20
億
円
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

市
が
所
有
し
て
い
る
土
地
・
建
物
は
、
市
役
所
庁
舎
・
小

中
学
校
・
公
民
館
な
ど
で
す
。

◎
財
産
が
増
加
し
ま
し
た

　

市
が
所
有
し
て
い
る
資
産
は
、
１
年
前
と
比
較
し
て
ほ
と

ん
ど
の
項
目
で
増
加
し
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
財
政
調
整
基
金

や
庁
舎
整
備
基
金
の
積
み
増
し
な
ど
に
よ
る
も
の
で
す
。

　

建
物
の
減
少
に
つ
い
て
は
、
授
産
所
の
取
り
壊
し
や
、
市

立
北
小
学
校
校
舎
建
て
替
え
に
よ
る
面
積
の
減
少
に
よ
る
も

の
で
す
。

土地
204 万 3,021.14 平方㍍

（204 万 2,683.41 平方㍍）

建物
28 万　663.71 平方㍍

（28 万 1,117.01 平方㍍）

基金
112 億 4,422 万円

（103 億 8,985 万円）

有価証券・出資金など
3 億 9,146 万円

（3 億 8,846 万円）

会計名 金額

一般会計 291 億 9,770 万円
（278 億 3,200 万円）

うち石岡駅東土地区画整理事業 7,200 万円
（8,778 万円）

下水道事業 173 億 4,900 万円
（180 億 2,862 万円）

農業集落排水事業 27 億 5,328 万円
（28 億 2,892 万円）

簡易水道事業 3 億 8,510 万円
（1 億 4,230 万円）

介護保険 1,770 万円
（3,540 万円）

介護サービス事業 1,100 万円
（1,100 万円）

水道事業 18 億 1,183 万円
（20 億 4,164 万円）

合　　計 515 億 2,561 万円
（509 億 1,988 万円）

市
債  

（
６
月
30
日
現
在
）

市
が
借
り
て
い
る
お
金

財
産  

（
６
月
30
日
現
在
）
市
が
所
有
し
て
い
る
資
産

※（  ）内は１年前の数字です。

※（  ）内は１年前の残高です。

市民一人当たりの資産・負債

資
　
産

土地 26.01 平方㍍
（25.81 平方㍍）

建物 3.57 平方㍍
（3.55 平方㍍）

基金 14 万 3,155 円
（13 万 1,256 円）

有価証券
出資金
出捐金
寄託金

4,984 円
（4,907 円）

負 

債 市債 65 万 5,993 円
（64 万 3,277 円）

※数値は、市の人口７万 8,546 人（平成
26 年６月 30 日現在）で算出しています。
※（  ）内の数字は、1 年前のものです。

北小学校

◆問い合わせ
　財政課
　☎ 23-1111
　　（内線 234）

財政事情書

５　　広報いしおか１０月１日号  №２１６



の実現を目指して生涯現役社会
～生涯現役プラチナ応援事業～

　今の日本は、高齢化が進む一方で、社会を支える現役世代は減少しており、社会保障費が増加したり、
社会の活力が低下したりするのではないかと懸念されています。このような社会においては、高齢者が
社会を支える一員として活躍し続けることが求められます。
　「長寿」という夢を叶えた日本人が、人生をより豊かに幸せにするために必要なこと、それが「生涯現役」
です。

生
涯
現
役
と
は
？

「
生
涯
現
役
」
に
は
、

1
健
康
　
2
自
立
　
3
活
動
　
と
い
う
三
つ
の
要
素
が
あ
り
ま
す
。

　
し
か
し
、
こ
れ
ら
は
「
病
気
や
障
が
い
が
な
い
」
と
か
「
介
護
を
受
け
て
い
な

い
」
と
い
う
よ
う
な
状
態
を
指
す
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
た
と
え
、
病
気
や
障
が
い
が
あ
っ
て
も
、
自
分
は
お
お
む
ね
健
康
だ
と
感
じ
て

い
て
、
必
要
な
と
き
に
は
支
援
を
受
け
な
が
ら
自
ら
の
選
択
と
責
任
に
基
づ
い
て

日
常
生
活
を
送
り
、
家
事
や
仕
事
、
趣
味
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
な
ど
、
家
庭
や
地
域

で
い
き
い
き
と
活
動
し
て
い
る
こ
と
、
こ
れ
が
「
生
涯
現
役
」
で
す
。

　「
生
涯
現
役
」
は
、
誰
に
と
っ
て
も
同
じ
状
態
と
い
う
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

三
つ
の
要
素
の
強
さ
や
バ
ラ
ン
ス
は
人
そ
れ
ぞ
れ
。
そ
の
人
に
合
っ
た
「
生
涯
現

役
」
を
目
指
す
こ
と
が
重
要
で
す
。

　
生
涯
現
役
で
過
ご
す
こ
と
で
、毎
日
の
生
活
に「
充
実
感
」「
満
足
感
」が
生
ま
れ
、

さ
ら
な
る
活
動
へ
の
原
動
力
に
な
り
ま
す
。
こ
の
良
い
循
環
に
よ
っ
て
、
心
豊
か

な
、
質
の
高
い
生
活
を
送
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

「
生
涯
現
役
社
会
」
と
は
？

　「
生
涯
現
役
社
会
」
と
は
、
誰
も
が
生
涯
に
わ
た
り
、
健
や
か
で
自
立
し
た
生

活
を
送
り
な
が
ら
、
目
的
を
持
っ
て
生
き
生
き
と
活
動
し
、
長
寿
に
よ
る
豊
か
さ

を
実
感
す
る
こ
と
が
で
き
る
社
会
で
す
。
そ
し
て
、
全
て
の
人
が
世
代
を
超
え
て

互
い
に
尊
重
し
合
い
、
社
会
を
支
え
る
一
員
と
し
て
参
加
す
る
多
世
代
共
生
社
会

で
す
。
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石
岡
市
の
生
涯
現
役
社
会
へ
の
取
り
組
み

　市は、10 年間の長期的な将来構想「かがやきプラン」と市長任期に連動した４年間の行動計画「ふ
るさと再生プラン」（２月策定）に基づいて市政を運営しています。
　市を帆船、市政運営を航海に例えるなら、いま私たちは「かがやきプラン」という海図、「ふるさと
再生プラン」という羅針盤を手に、港を出港し航海に出ています。
　今回は「ふるさと再生プロジェクト」の一つである「生涯現役プロジェクト」の帆とともに目指す島

「誰もが いきいきと暮らし 輝くまち いしおか」の航海を特集します。

生涯現役プラチナ
　　　　　応援事業

◀事業の概要および
スケジュールなどに
ついてご紹介してい
きます。

　

65
歳
以
上
の
市
民
の
皆
さ
ん
が
、
地
域
貢
献
活
動
や
生
き

が
い
づ
く
り
活
動
に
参
加
す
る
こ
と
で
、
生
涯
に
わ
た
り
心

身
と
も
に
健
康
で
生
き
生
き
と
活
躍
で
き
る
、
生
涯
現
役
社

会
の
実
現
を
目
指
す
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

目
　
的

　

市
お
よ
び
市
社
会
福
祉
協
議
会
が
主
催
す
る
各
種
事
業
の

う
ち
、
指
定
す
る
講
演
会
や
教
室
な
ど
に
参
加
し
た
場
合
、

ポ
イ
ン
ト
カ
ー
ド
に
ポ
イ
ン
ト
を
付
与
し
ま
す
。

内
　
容

　

対
象
講
座
・
教
室
な
ど
は
８
ペ
ー
ジ
で
ご
案
内
し
ま
す
。

事
前
に
予
約
が
必
要
な
講
座
・
教
室
な
ど
が
あ
り
ま
す
の
で
、

参
加
し
て
み
た
い
事
業
の
問
い
合
わ
せ
先
へ
連
絡
し
て
く
だ

さ
い
。

対
象
講
座
・
教
室
な
ど

　

ポ
イ
ン
ト
カ
ー
ド
は
、
次
の
場
所
で
交
付
し
ま
す
。
窓
口

で
年
齢
確
認
で
き
る
も
の
（
運
転
免
許
証
・
健
康
保
険
証
な

ど
）
を
お
持
ち
の
上
、
石
岡
市
生
涯
現
役
プ
ラ
チ
ナ
応
援
ポ

イ
ン
ト
カ
ー
ド
交
付
依
頼
書
へ
必
要
事
項
を
記
入
し
、
ポ
イ

ン
ト
カ
ー
ド
の
交
付
依
頼
を
お
願
い
し
ま
す
。

※
即
時
交
付
し
ま
す
が
、
年
齢
確
認
で
き
る
も
の
を
忘
れ
た

場
合
、
後
日
郵
送
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

交
付
場
所

・
市
役
所
高
齢
福
祉
課
（
長
寿
い
き
い
き
館
）

・
八
郷
総
合
支
所
市
民
窓
口
課

・
市
社
会
福
祉
協
議
会
（
本
所
・
支
所
）

ポ
イ
ン
ト
カ
ー
ド

　

ポ
イ
ン
ト
は
、
市
が
指
定
す
る
事
業
（
健
康
教
室
や
講
演

会
な
ど
）
に
参
加
し
た
場
合
に
付
与
し
ま
す
。

　

こ
の
貯
め
た
ポ
イ
ン
ト
数
に
応
じ
て
、
施
設
利
用
券
（
や

さ
と
温
泉
ゆ
り
の
郷
・
ふ
れ
あ
い
の
里
石
岡 

ひ
ま
わ
り
の

館
・
常
陸
風
土
記
の
丘
・
県
フ
ラ
ワ
ー
パ
ー
ク
な
ど
）
や
市

内
協
賛
店
（
８
ペ
ー
ジ
）
で
利
用
で
き
る
石
岡
市
プ
ラ
チ
ナ

応
援
券
と
交
換
し
ま
す
。

ポ
イ
ン
ト

▲ポイントカード

▲プラチナ応援券（施設利用券）

▼プラチナ応援券（500 円券）

登録者 800 人突破！！！
■問い合わせ
・高齢福祉課　☎ 23-1111（内線 106）
・市社会福祉協議会　☎ 22-2411
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生涯現役プラチナ応援事業　対象講座・教室など（平成 26年度）
問 講座・教室など
1 いきいき活動事業
2 出前講座（介護予防関係）
2 出前講座（権利擁護等）

2 出前講座
（認知症サポーター養成講座）

2 出前講座（脳の健康チェック）
2 出前講座（シルバーリハビリ体操）
2 成年後見講座
2 認知症講座
2 介護予防講演会

2 シルバーリハビリ体操指導士
３級養成講座

2 介護予防講座（ひまわり、65 歳
からのエアロビ体操）

2 介護予防講座（筋力トレーニング）
3 はじめての大正琴講座
3 TBG 教室
3 しめ飾り教室
3 エコクラフト教室
3 シニアヨガ

生涯現役プラチナ応援事業　施設・協賛店
施設 住所 電話

やさと温泉ゆりの郷 小幡 1416 ☎ 42-4126
ふれあいの里石岡 ひまわりの館 大砂 10527-6 ☎ 35-1126
常陸風土記の丘 染谷 1646 ☎ 23-3888
茨城県フラワーパーク 下青柳 200 ☎ 42-4111

協賛店 住所 電話
カギヤ楽器 府中 2-1-38 ☎ 22-3100
農家の野菜直売所 国府 2-1-29 ☎ 23-6076
石岡カフェ 府中 1-1-4 ☎ 24-5424
飯田屋 国府 1-2-30 ☎ 22-2557
高野菓子店 国府 6-1-26 ☎ 23-2121
池田屋菓子舗 府中 5-1-34 ☎ 22-2083
ビューティーショップカワムラ 府中 1-1-2 ☎ 22-3270
大形屋本店 国府 1-2-1 ☎ 22-2369
今泉家具 府中 1-2-9 ☎ 24-3000
不二家石岡店 国府 2-2-20 ☎ 22-4186
㈱鍋源 柿岡 1933-2 ☎ 43-0050
東屋糀味噌店 柿岡 2968 ☎ 43-0734
㈲銅山堂 柿岡 2027 ☎ 43-0153
丸味食堂 柿岡 3338-3 ☎ 43-0124
ぶれっど 柿岡 2357-2 ☎ 43-6315
㈱ナガヤマスポーツ 柿岡 1836 ☎ 43-6464
浅野薬局 柿岡 1900-9 ☎ 43-0020
イチムラ書店 柿岡 1987 ☎ 43-6161
田舎の味　ほうろく屋 小見 935-1 ☎ 44-3471

協賛店 住所 電話
入江理容所 柿岡 1875 ☎ 43-0724
植木輪業 柿岡 1886 ☎ 43-0123
魚秀 柿岡 1945 ☎ 43-0023
大沢化粧品店 柿岡 1875 ☎ 43-0135
川正 柿岡 2005 ☎ 43-0055
㈱河合呉服店 柿岡 1984 ☎ 43-0008
クルス電機 柿岡 2303-4 ☎ 43-0170
駒村清明堂 小幡 1899 ☎ 42-2819
こばやし菓子店 柿岡 2087-3 ☎ 43-0339
国民宿舎　つくばね 小幡 2312-50 ☎ 42-3121
㈲佐藤金物店 柿岡 2006-1 ☎ 43-0046
寝具のつちた 柿岡 1945 ☎ 43-0531
筑波園 小幡 2119-33 ☎ 42-3366
土田製菓 柿岡 1980-2 ☎ 43-0056
豆腐茶屋　部原屋 東府中 1-14 ☎ 56-4102
なべや書店 柿岡 1933-1 ☎ 43-0077
肉のふくだや 柿岡 1892 ☎ 43-0074
㈲沼田生花 柿岡 1940 ☎ 43-1148
長谷川鮮魚店 大増 1492 ☎ 43-2648
広瀬洋品・スポーツ店 柿岡 1996-2 ☎ 43-0057
フードセンターまつや 柿岡 1839-3 ☎ 43-0044
宮川商店 柿岡 1975-1 ☎ 43-0336
リカーワールド古木屋 柿岡 1938 ☎ 43-0030

※上記協賛店は、７月 31 日現在です。

問 講座・教室など
3 ピラティス＆リズムウォーキング
3 自力整体
3 ストレッチ体操
3 リラックス体操
3 ふれあい陶芸教室
3 ルームぞうりつくり教室
3 シルバーリハビリ体操教室
3 初めてのフラダンス
3 フットマッサージ
3 世界の料理
3 パワーヨガ教室
3 健康体操

45 健康体操教室
45 健康教室

4 「自分の歯と健康を守る基礎知
識」講演会

5 健康・栄養相談
6 高齢者ゲートボール大会
6 わくわく大学
6 ボランティア実践者研修会

問 講座・教室など
6 手話奉仕員養成講座
6 朗読ボランティア講座
6 傾聴ボランティア講座
6 ガイドヘルプボランティア講座
6 点字・点訳ボランティア講座
3 ふれあい英語教室
3 リズム体操
4 保健指導

45 健診・検診
6 いきいきミニサロン交流事業
3 ビーズアクセサリー教室
6 ふれあい交流会
6 ふれあい食事会
6 ひとり暮らし高齢者の集い

6 防災（災害）ボランティア養成研
修会

6 健康福祉スポーツ大会
6 三世代芸能発表会・作品展
3 手あみ教室

広報いしおか１０月１日号  №２１６　　８

※出前講座については、現在実施してい
る事業の振り替えはできません。問い合わせ

1高齢福祉課　☎ 23-1111（内線 106）
2地域包括支援センター　☎ 35-1127
3ふれあいの里石岡 ひまわりの館　☎ 35-1126
4石岡保健センター　☎ 24-1386
5八郷保健センター　☎ 43-6655
6社会福祉協議会　☎ 22-2411



「あんしんプラン講座」

▶これからの生活で心配なことを、テーマごとに
分かりやすく学べる講座です。
1
日時／ 10 月７日（火）　午後１時 30 分～３時
テーマ／知って得する暮らしとお金の知識
講師／ファイナンシャルプランナー　穂苅　智史
場所／ふれあいの里石岡 ひまわりの館
2
日時／ 11 月 5 日（水）　午後１時～４時
テーマ／見て感じて介護施設見学会
講師／各介護施設担当者
場所／市内介護施設

費用／無料
定員／1は先着 50 人　2は先着 20 人
※定員になり次第締め切ります。
申込方法／直接または電話でお申し込みください
■申し込み・問い合わせ
地域包括支援センター　　☎ 35-1127

筋力トレーニング事業第２弾

▶自発的なトレーニングで運動習慣を身に付けま
しょう！！
日時／1 11 月 13 日（木）　体力測定
2 12 月 11 日（木）運動指導
3１月８日（木）　運動指導
4２月 12 日（木）　運動指導
5３月 12 日（木）　効果測定
午後１時 30 分から
場所／ふれあいの里石岡 ひわまりの館
対象者／市内在住の 65 歳以上で心疾患がなく、医師
から運動を制限されていない人
内容／軽度な体力測定と理学療法士による筋肉トレー
ニング指導
定員／ 15 人　※定員になり次第締め切ります。
費用／無料　　
申込方法／直接または電話でお申し込みください
申込開始／ 10 月６日（月）から
■申し込み・問い合わせ
市社会福祉協議会　　☎ 22-2411

生涯現役プラチナ応援事業　対象講座・教室のご案内

  参加者
からの声

▶体操教室で参加者の皆さんと体操し
ていると、気分的にも明るくなると話
してくれた半田在住の関さん。書道も
かなりの腕前です。ポイントが貯まっ
たらゆりの郷に行く予定。

◀柿岡在住の来栖さん。ご夫婦で体操
教室に参加されています。油絵や陶芸
など多趣味な一面も。無理のない範囲
で、適度な運動に取り組まれています。

◀京都から越してきて 1 年が経つ北
府中在住の小田さん。右も左もわから
ない土地で広報紙を便りにシルバーリ
ハビリ体操に参加したそう。施設利用
券でお盆にゆりの郷を満喫しました。

▶プラチナ応援事業をきっかけにシル
バーリハビリ体操に参加した府中在住
の古明地さん。体を動かすことが好き
で、友達と一緒に参加されています。
ポイントカードも 2 枚目に突入して
います。

　今回は、シルバーリハビリ体操（ふれあいの里石岡 ひまわりの館）と体操教室（八郷保健センター）
に参加されている人の声を聴いてきました。
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お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　
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主
催　

石
岡
地
方
結
婚
相
談
所
運
営

　
　
　

協
議
会

後
援　

い
ば
ら
き
出
会
い
サ
ポ
ー
ト

　
　
　

セ
ン
タ
ー

協
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坂
東
市

くらし

出会い
　

将
門　
　
　
　

×
　 

コ
ン
に
参
加
し
ま
せ
ん
か

Ｒ
Ｏ
Ａ
Ｄ  

Ｔ
Ｏ  

坂
東

　

真
剣
に
結
婚
を
考
え
て
い
る
あ
な

た
。「
岩
井
将
門
ま
つ
り
」
を
楽
し

み
な
が
ら
新
た
な
出
会
い
を
見
つ
け

ま
せ
ん
か
。
お
ま
つ
り
の
熱
気
を
感

じ
な
が
ら
お
食
事
や
ト
ー
ク
で
盛
り

上
が
り
ま
し
ょ
う
。

日
時
　
11
月
９
日
（
日
）

　
　
　

午
前
11
時
30
分
〜
午
後
４
時

　
　
　
（
バ
ス
出
発
は
午
前
９
時
）

受
付　

午
前
11
時
30
分
か
ら

場
所　

イ
タ
リ
ア
ン
カ
フ
ェ 

ア
ル
テ
ィ

ア
ほ
か
（
坂
東
市
辺
田
６
４
２
）　

参
加
資
格　

男
性
は
石
岡
・
小
美
玉

市
に
在
住
し
て
い
る
人

募
集
人
数　

・
男
性
20
人
（
20
〜
45
歳
程
度
ま
で

の
独
身
者
）

・
女
性
20
人
（
20
〜
40
歳
程
度
ま
で

の
独
身
者
）

※
定
員
を
超
え
た
場
合
は
、
抽
選
に

な
り
ま
す
。　

参
加
費
　
男
性 

４
０
０
０
円

　
　
　
　

女
性 

２
０
０
０
円　
　

※
参
加
費
は
、
当
日
集
め
ま
す
。

申
込
期
間　

10
月
６
日
（
月
）
〜
24

日
（
金
）

申
込
方
法

　

直
接
ま
た
は
電
話
（
平
日
の
午
前

８
時
30
分
〜
午
後
５
時
15
分
）
で
お

申
し
込
み
く
だ
さ
い
。
直
接
窓
口
に

申
し
込
め
な
い
人
は
、
ハ
ガ
キ
ま
た

は
フ
ァ
ッ
ク
ス
、
電
子
メ
ー
ル
で
、

氏
名
・
性
別
・
年
齢
・
住
所
・
連
絡

の
取
れ
る
電
話
番
号
を
記
載
の
上
、

街  

ま
つ
り

坂東市との
コラボ企画

当日は坂東市からも
男女合わせて 40 人
が参加します！

社
会
福
祉
士
を
募
集
し
ま
す

試
験
日
　
　

第
一
次
試
験
日　

10
月
25
日
（
土
）

注
意　

※
受
験
資
格
や
受
験
手
続
き
な
ど
、

詳
し
く
は
、
採
用
試
験
案
内
で
ご
確

認
く
だ
さ
い
。
申
込
用
紙
は
、
市
役

所
総
務
課
お
よ
び
八
郷
総
合
支
所
総

務
課
に
備
え
て
あ
り
ま
す
。
ま
た
、

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も
確
認
で
き
ま

す
。

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　

総
務
課

☎
２
３
・
１
１
１
１
（
内
線
２
５
１
）

　

 http://www.city.ishioka.lg.jp/

職
種　

社
会
福
祉
士

採
用
予
定
人
数　

１
名
程
度

採
用
年
月
日　

平
成
27
年
４
月
１
日

受
験
資
格　

　

昭
和
54
年
４
月
２
日
以
降
に
生
ま

れ
た
人
で
、
社
会
福
祉
士
の
資
格
を

有
す
る
人
。
ま
た
は
平
成
27
年
３
月

31
日
ま
で
に
資
格
取
得
見
込
み
の
人
。

試
験
方
法　

●
第
一
次
試
験

教
養
試
験
（
択
一
式
１
２
０
分
）

作
文
試
験
（
課
題
80
分
）

専
門
試
験
（
論
述
式
90
分
）

集
団
面
接

●
第
二
次
試
験

11
月
下
旬
以
降
に
口
述
試
験
な
ど
を

予
定
し
て
い
ま
す
。

 

受
付
期
間　

10
月
３
日
（
金
）
か
ら
20
日
（
月
）

ま
で

試
験
会
場　

石
岡
市
役
所 

本
館

石
岡
市
職
員
採
用
試
験
（
追
加
募
集
）

市　政
職員募集

ＨＰ

広報いしおか１０月１日号  №２１６　１０

当日は坂東市への
バスツアー！！



　　

県
と
各
市
町
村
で
は
、
平
成
27
年

度
か
ら
、事
業
主（
特
別
徴
収
義
務
者
）

の
皆
さ
ん
に
、
市
民
税
・
県
民
税
の

特
別
徴
収
（
給
与
天
引
き
）
実
施
の

協
力
を
お
願
い
し
て
い
ま
す
。

　
ー
個
人
住
民
税
の

　
　

  

特
別
徴
収
Ｑ
＆
Ａ
ー

Ｑ　

従
業
員
が
パ
ー
ト
や
ア
ル
バ
イ

ト
で
あ
っ
て
も
、
特
別
徴
収
を
す
る

必
要
が
あ
り
ま
す
か
？

　

ま
た
、
従
業
員
が
少
な
い
事
業
所

で
も
、
特
別
徴
収
を
し
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
か
？

Ａ　

原
則
、
パ
ー
ト
や
ア
ル
バ
イ
ト

を
含
む
す
べ
て
の
従
業
員
か
ら
特
別

徴
収
を
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、
従
業
員
が
少
な
い
事
業
所

で
も
、
特
別
徴
収
を
し
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。
た
だ
し
、
従
業
員
が
常

時
10
人
未
満
の
事
業
所
の
場
合
、
給

与
天
引
き
は
毎
月
行
っ
て
も
ら
い
ま

す
が
、
市
町
村
に
申
請
し
、
承
認
を

受
け
る
こ
と
に
よ
り
、
納
期
を
６

月
と
12
月
の
年
２
回
に
す
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。（
納
期
の
特
例
）

Ｑ　

特
別
徴
収
を
始
め
る
に
は
、

ど
の
よ
う
な
手
続
き
を
す
れ
ば

い
い
で
す
か
？

Ａ　

例
年
ど
お
り
１
月
末
ま
で

に
「
総
括
表
」
と
「
給
与
支
払

報
告
書
」
を
提
出
す
れ
ば
、
特

に
手
続
き
を
行
わ
な
く
て
も
、

自
動
で
特
別
徴
収
に
切
り
替
わ

り
ま
す
。

■ 

問
い
合
わ
せ

　

税
務
課 

市
民
税
担
当

　

☎
２
３
・
１
１
１
１

　
　
（
内
線
１
１
５
）

10
月
１
日
以
降

法
人
市
民
税
の
税
率
が

　
　
　
　
　

変
わ
り
ま
す

　

平
成
26
年
度
の
税
制
改
正
に
よ

り
、
法
人
市
民
税
の
一
部
が
地
方
法

人
税
と
し
て
国
税
化
さ
れ
る
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。

　

こ
れ
に
よ
り
法
人
市
民
税
は
、
平

成
26
年
10
月
１
日
以
降
に
開
始
に
な

る
事
業
年
度
か
ら
、
法
人
税
割
の
税

率
が
左
の
表
の
と
お
り
変
更
に
な
り

ま
す
。

※
石
岡
市
の
法
人
税
割
の
税
率
は
、

「
制
限
税
率
」
を
適
用
し
て
い
ま
す
。

税
率
区
分

改
正
後

改
正
前

標
準
税
率
９
・
７
％

12
・
３
％

制
限
税
率
12
・
１
％

14
・
７
％

■
問
い
合
わ
せ

税
務
課 

市
民
税
担
当

☎
２
３
・
１
１
１
１
（
内
線
１
１
５
）

事
業
者
の
皆
さ
ん
へ

　
個
人
住
民
税
の
特
別
徴
収
を
進
め
て
い
ま
す

  くらし
税金

―特別徴収とは―
　事業主（特別徴収義務者）が、所得税
の源泉徴収と同様に、従業員（納税義務
者）に代わって毎月支払う給与から市民
税・県民税を天引きし、従業員の住所地
の市町村に納入してもらう制度です。
　ただし、所得税の源泉徴収と異なり、
前年中の所得を基に市町村が市民税・県
民税の税額計算をするため、事業主が計
算する必要はありません。

―特別徴収義務者とは―
　地方税法・各市町村の条例の規定によ
り、特別徴収義務者の指定を受けた給与
の支払者を指します。
　従業員（納税義務者）の所在地である
市町村から特別徴収税額通知を受けた事
業主（特別徴収義務者）は、特別徴収税
額の月割額を従業員の給与から差し引い
て、翌月の 10日までに各市町村に納入
してもらいます。特別徴収は、６月の給
与支給分から開始となり、翌年５月の給
与支給分までを１年分として扱います。
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閉
じ
ま
し
た
。

　

今
回
は
滝
平
氏
が
高
校
時
代
に
過

ご
し
た
石
岡
の
地
で
開
催
と
な
り
ま

し
た
。
昔
な
つ
か
し
い
ふ
る
さ
と
の

四
季
な
ど
が
描
か
れ
た
作
品
の
ほ

か
、
市
内
男
性
の
遺
品
か
ら
発
見
さ

れ
た
冊
子
「
刻
画 

晴
耕
」
も
展
示

さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
滝
平
氏
が

１
９
４
７
年
に
地
元
の
青
年
た
ち
を

集
め
て
組
織
し
た
「
刻
画
晴
耕
会
」

が
会
員
向
け
に
発
行
し
た
も
の
で
、

大
変
貴
重
な
も
の
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

作
品
展
に
訪
れ
た
市
内
在
住
の
男

性
は
「
古
き
良
き
日
本
を
思
い
出
さ

せ
て
く
れ
る
滝
平
さ
ん
の
絵
が
好
き

で
す
。
こ
れ
か
ら
も
こ
の
よ
う
な
展

示
会
が
近
く
で
あ
っ
た
ら
見
た
い

で
す
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

まちの
話題

できごと

まちの
話題

できごと
滝
平
二
郎
作
品
展　

 　

　
　
　
　

78
点
が
展
示

　

石
岡
ゆ
か
り
の
き
り
え
作
家
で
あ

る
滝
平
二
郎
氏
の
作
品
展
「
滝
平
二

映
画
『
天
心
』　

　
　

７
５
０
人
が
来
場

　

８
月
２
日
、
石
岡
ハ
ー
モ
ニ
ー

ネ
ッ
ト
主
催
の
復
興
支
援
映
画
「
天

心
」が
石
岡
市
民
会
館
で
上
映
さ
れ
、

招
待
さ
れ
た
被
災
者
も
含
め
７
５
０

人
が
映
画
を
楽
し
み
ま
し
た
。

　

当
日
は
監
督
自
ら
が
来
場
し
、
石

岡
で
の
ロ
ケ
話
な
ど
を
会
場
に
投
げ

か
け
、
集
ま
っ
た
人
た
ち
は
興
味
深

そ
う
に
耳
を
傾
け
て
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
石
岡
二
高
と
石
岡
商
業
の

生
徒
10
人
と
一
般
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の

皆
さ
ん
が
高
齢
者
や
車
い
す
の
人
た

ち
の
サ
ポ
ー
ト
を
し
ま
し
た
。
パ
ン

フ
レ
ッ
ト
販
売
や
会
場
案
内
な
ど
、

初
め
て
の
経
験
に
一
生
懸
命
取
り
組

ん
で
い
ま
し
た
。

　

来
場
し
た
人
た
ち
か
ら
は
「
大
好

き
な
映
画
で
、
今
回
が
３
回
目
に
な

り
ま
す
」「
こ
の
映
画
を
見
て
石
岡

が
ロ
ケ
地
に
使
わ
れ
て
い
た
こ
と
を

知
り
、
地
元
の
良
さ
を
再
発
見
で
き

ま
し
た
」
な
ど
、
様
々
な
話
が
聞
け

ま
し
た
。

　

石
岡
ハ
ー
モ
ニ
ー
ネ
ッ
ト
実
行
委

員
長
の
桜
井
真
弓
さ
ん
は
「
初
め
て

の
企
画
で
大
変
で
し
た
が
、
見
に
来

て
く
れ
た
人
た
ち
は
大
変
喜
ん
で
く

れ
て
良
か
っ
た
で
す
。
こ
れ
も
高
校

生
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
皆
さ
ん
や
学

校
の
先
生
、
市
内
の
皆
さ
ん
の
協
力

が
あ
っ
た
か
ら
で
す
」
と
話
し
て
い

ま
し
た
。

▲映画「天心」でのボランティアの皆さん

郎
作
品
展
～
ふ
る
さ
と
の
四
季
～
」

（
主
催　

株
式
会
社
ま
ち
未
来
い
し

お
か
）
が
、
７
月
26
日
か
ら
８
月
３

日
ま
で
の
９
日
間
、
石
岡
商
工
会
議

所
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー 

サ
ポ
ー

ト
・
ワ
ン
を
メ
イ
ン
会
場
、
ま
ち
か

ど
情
報
セ
ン
タ
ー
を
は
じ
め
10
か
所

を
サ
ブ
会
場
と
し
て
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
会
場
に
は
合
わ
せ
て
78
点
の
作

品
が
展
示
さ
れ
ま
し
た
。

　

滝
平
氏
は
１
９
２
１
年
に
新
治
郡

玉
川
村
（
現
小
美
玉
市
）
に
生
ま
れ
、

県
立
石
岡
農
学
校
（
現
石
岡
一
高
）

を
卒
業
後
、
独
学
で
木
版
画
を
始
め

ま
し
た
。
そ
の
後
き
り
え
の
表
現
で

独
自
の
画
風
を
生
み
出
し
た
後
に

数
々
の
賞
を
受
賞
さ
れ
、
２
０
０
９

年
５
月
16
日
に
88
歳
で
そ
の
生
涯
を ▲滝平氏の作品を前に、じっくり見入る来館者

灼
熱
の
太
陽
の
も
と

　
　
　

技
術
を
競
う

　

８
月
３
日
、県
畜
産
セ
ン
タ
ー

駐
車
場
を
会
場
に
、
第
９
回
石

岡
市
消
防
団
消
防
ポ
ン
プ
操
法

競
技
大
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

こ
の
大
会
は
、
消
防
団
員
に

対
し
、
機
械
器
具
の
取
り
扱
い

方
法
の
習
熟
、
火
災
防
御
技
術

の
向
上
や
団
の
士
気
を
高
め
、

地
域
防
災
体
制
の
強
化
に
役
立

て
る
こ
と
を
目
的
に
開
催
し
て
い
ま

す
。

　

同
大
会
で
は
、
各
分
団
と
も
数
か

月
前
か
ら
厳
し
い
練
習
を
重
ね
、
大

会
に
挑
み
ま
し
た
。

　

大
会
の
結
果
は
次
の
通
り
で
す
。

ポ
ン
プ
車
操
法
の
部
▼
優
勝  

第
14

分
団
１
部　

▼
準
優
勝　

第
４
分
団

▼
３
位　

第
10
分
団

小
型
ポ
ン
プ
車
操
法
の
部
▼
優
勝 

第
16
分
団
２
部

　

そ
れ
ぞ
れ
の
優
勝
チ
ー
ム
は
10
月

19
日
（
日
）
に
つ
く
ば
市
で
行
う
県

消
防
ポ
ン
プ
操
法
大
会
県
南
北
部
地

区
大
会
へ
石
岡
代
表
と
し
て
出
場
し

ま
す
。

▲照りつける太陽のもと、競技に臨む選手たち
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老
人
ク
ラ
ブ
で

　
　
　
　
　

清
掃
作
業

市
民
盆
踊
り
大
会

　
　

１
１
０
０
人
が
来
場

道
の
日
の
清
掃
活
動
に　

　
　

１
０
５
人
が
参
加

国
府
中
空
手
同
好
会

団
体
組
手　

全
国
で
16
強

　

７
月
27
日
、
貝
地
町
老
人
ク
ラ
ブ

「
た
か
な
会
」
の
皆
さ
ん
に
よ
る
清

掃
活
動
が
25
人
の
参
加
で
行
わ
れ
、

国
道
６
号
国
府
四
丁
目
交
差
点
か
ら

高
浜
街
道
交
差
点
ま
で
、
歩
道
な
ど

の
草
刈
り
や
小
枝
が
伐
採
さ
れ
ま
し

た
。

　

こ
れ
は
初
め
て
の
取
り
組
み
で
、

日
ご
ろ
利
用
し
て
い
る
場
所
を
き
れ

い
に
し
た
い
と
い
う
声
が
会
員
か
ら

上
が
り
行
わ
れ
た
も
の
で
す
。

　

島
田
貞
男
会
長
は
「
自
分
た
ち
の

地
域
を
き
れ
い
に
し
た
い
と
い
う
皆

　

８
月
４
日
、
い
し
お
か

イ
ベ
ン
ト
広
場
で
納
涼
市

民
盆
踊
り
大
会
を
開
催

し
、
１
１
０
０
人
が
訪
れ

ま
し
た
。

　

当
日
は
、
真
家
み
た
ま

お
ど
り
や
子
ど
も
輪
投
げ

大
会
な
ど
を
行
い
、
会
場

内
に
相
馬
盆
唄
や
市
民
音

頭
、
恋
瀬
姫
音
頭
な
ど
の

曲
が
流
れ
る
と
、
や
ぐ
ら

の
回
り
に
は
踊
り
の
輪
が

で
き
ま
し
た
。

　

今
年
の
コ
ン
テ
ス
ト
は
、

　

７
月
31
日
、
国
府
中
学
校
の
空
手

同
好
会
の
皆
さ
ん
が
、
全
国
空
手
道

選
手
権
大
会
へ
の
出
場
報
告
の
た
め

に
、
市
役
所
を
訪
れ
ま
し
た
。

　

同
大
会
は
、
８
月
22
日
か
ら
24
日

の
３
日
間
、
兵
庫
県
で
行
わ
れ
ま
し

た
。
出
場
し
た
の
は
団
体
組
手
で
３

年
の
大
槻
朋
也
主
将
、
出
光
勇
志
さ

ん
、上
杉
知
也
さ
ん
、サ
ブ
メ
ン
バ
ー

の
内
田
雄
大
さ
ん
、
佐
野
一
磨
さ
ん

　

８
月
６
日
、
茨
城
県
建
設
業
協
会

土
浦
支
部
石
岡
分
会
（
紺
野
仁
平
分

会
長
）
が
、
市
内
全
域
の
道
路
の
清

掃
を
行
い
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、
社
会
貢
献
の
一
環
と
し

て
、
県
建
設
協
会
が
８
月
10
日
の
道

の
日
に
合
わ
せ
、
普
段
使
っ
て
い
る

道
路
を
き
れ
い
に
し
よ
う
と
毎
年
行

わ
れ
て
い
る
も
の
で
す
。

　

当
日
は
、
同
分
会
に
加
入
し
て
い

で
、
個
人
組
手
で
は
、
出
光
勇
志
さ

ん
で
す
。

　

中
で
も
団
体
で
は
、
ベ
ス
ト
16
に

入
る
な
ど
の
健
闘
ぶ
り
で
し
た
。

　

指
導
者
の
渡
辺
昇
さ
ん
は
「
選
手

た
ち
は
頑
張
っ
て
く
れ
ま
し
た
。
試

合
に
照
準
を
合
わ
せ
る
の
は
難
し
い

こ
と
で
す
が
、
そ
れ
も
勉
強
。
武
道

は
心
・
技
・
体
の
全
て
が
揃
っ
て
い

な
い
と
い
け
ま
せ
ん
。
勝
ち
負
け
ば

か
り
に
こ
だ
わ
ら
ず
、
子
ど
も
た
ち

に
は
空
手
を
通
し
て
色
々
学
ん
で
も

ら
い
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
」
と
話

し
て
い
ま
し
た
。

　

10
月
５
日
（
日
）
に
は
関
東
大
会

が
埼
玉
県
で
行
わ
れ
、
全
国
大
会
と

同
じ
種
目
で
挑
み
ま
す
。

さ
ん
の
意
見
が
一
致
し
た
ん
で
す
。

こ
う
い
っ
た
運
動
が
石
岡
全
体
に
も

広
ま
っ
て
い
け
ば
、
ま
ち
全
体
が
き

れ
い
に
な
っ
て
い
く
の
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。
こ
の
よ
う
な
活
動
は
私

た
ち
の
健
康
管
理
の
一
環
で
も
あ
る

ん
で
す
よ
」
と
笑
顔
で
話
し
て
い
ま

し
た
。

　

同
会
は
、現
在
94
人
の
会
員
数
で
、

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
会
や
お
茶
会
、
カ
ラ

オ
ケ
、
旅
行
な
ど
を
通
し
て
、
健
康

で
長
生
き
す
る
こ
と
を
目
指
し
た
活

動
を
し
て
い
ま
す
。　

子
ど
も
の
部
１
５
０
人
、
大
人
の
部

75
人
の
市
民
の
皆
さ
ん
、
団
体
の
部

で
は
７
団
体
が
参
加
し
、
自
慢
の
踊

り
を
披
露
し
ま
し
た
。

　

お
楽
し
み
抽
選
会
が
始
ま
る
と
、

会
場
内
は
熱
気
に
包
ま
れ
ま
し
た
。▲やぐらの周りに踊りの輪が広がります

る
会
員
の
う
ち
46
社
、
１
０
５
人
が

参
加
。
早
朝
か
ら
道
路
に
落
ち
て
い

る
空
き
缶
な
ど
の
ご
み
を
拾
っ
た

り
、
草
刈
り
を
し
た
り
と
汗
を
流
し

ま
し
た
。

▲朝早くから清掃作業に取り組むたかな会の皆さん

▲早朝からごみ拾いで汗を流す皆さん

▲全国大会出場を前に、市役所を訪問した国府中空手同好会の
皆さん
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チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
映
画
会

「
人
生
、
い
ろ
ど
り
」

日
時
／
10
月
25
日
（
土
）
午
後
２
時

か
ら
・
午
後
６
時
か
ら

場
所
／
中
央
公
民
館

チ
ケ
ッ
ト
販
売
場
所
／
ま
ち
か
ど
情

報
セ
ン
タ
ー
・
や
さ
と
農
協
旅
行
セ

ン
タ
ー
（
一
般
１
０
０
０
円
、
当

日
一
般
１
５
０
０
円
・
小
中
学
生

８
０
０
円
）

■
問
い
合
わ
せ　

柴
山　

☎
０
９
０
・
９
９
５
６
・
８
８
２
４

県
畜
産
セ
ン
タ
ー
公
開
デ
ー

▼
畜
産
ミ
ニ
講
座
、ふ
れ
あ
い
牧
場
、

バ
タ
ー
作
り
な
ど
の
各
種
体
験
、
試

食
・
販
売
な
ど
を
行
い
ま
す
。
入

場
は
無
料
で
す
。

日
時
／
10
月
25
日
（
土
）
午
前
10
時

～
午
後
３
時

場
所
／
県
畜
産
セ
ン
タ
ー

■
問
い
合
わ
せ	

県
畜
産
セ
ン
タ
ー
企
画
情
報
室　

☎
４
３
・
３
３
３
３

石
岡
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ま
つ
り

▼
「
私
た
ち
の
ま
ち
を
、
私
た
ち
の

手
で
」
を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
、
市
内
の

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
サ
ー
ク
ル
の
活
動
紹

介
や
様
々
な
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
、
防

災
グ
ッ
ズ
手
作
り
教
室
、
介
護
相
談

会
な
ど
盛
り
だ
く
さ
ん
の
内
容
で
開

催
し
ま
す
。

日
時
／
11
月
１
日
（
土
）
午
前
10
時

～
午
後
２
時
30
分

場
所
／
ふ
れ
あ
い
の
里
石
岡 

ひ
ま

わ
り
の
館

■
問
い
合
わ
せ　

社
会
福
祉
協
議
会

☎
２
２
・
２
４
１
１

鎌
倉
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
紅
葉
の
鎌
倉

を
み
ん
な
で
歩
こ
う
！

日
時
／
11
月
10
日
（
月
）
午
前
７
時

～
午
後
５
時
30
分

コ
ー
ス
／
石
岡
→
鎌
倉
（
円
覚
寺
‐

浄
智
寺
‐
建
長
寺
‐
鶴
岡
八
幡
宮
）

→
横
浜
中
華
街
→
石
岡

対
象
／
市
内
在
住
・
在
勤
の
20
歳
以
上

参
加
費
／
１
５
０
０
円
（
高
速
・
駐

車
場
・
保
険
代
な
ど
含
む
）
※
昼
食
・

拝
観
料
は
含
み
ま
せ
ん
。

定
員
／
30
人

申
込
方
法
／
勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム
に

直
接
、
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

申
込
締
切
／
10
月
10
日
（
金
）

■
問
い
合
わ
せ　

勤
労
青
少
年
ホ
ー

ム　

☎
２
４
・
０
３
２
２

季
節
の
花
を
使
っ
た

　
　
　

親
子
い
け
ば
な
教
室

日
時
／
11
月
２
・
16
日
、
12
月
14
・

21
日
（
日
・
全
４
回
）
午
前
10
時
～

正
午

場
所
／
勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム

対
象
／
市
内
在
住
の
小
学
生
以
上
の

親
子
（
祖
父
母
ま
た
は
子
ど
も
だ
け

の
参
加
も
可
能
）

受
講
料
／
無
料

※
花
代
は
実
費
、
花
器
・
剣
山
は
無

料
で
貸
し
出
し
ま
す
。
花
ば
さ
み
、

花
包
み
は
各
自
で
ご
用
意
く
だ
さ
い
。

定
員
／
10
組

申
込
方
法
／
電
話
ま
た
は
フ
ァ
ッ
ク

ス
で
住
所
、
氏
名
、
電
話
番
号
、
学

年
を
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

申
込
締
切
／
10
月
20
日
（
月
）

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ	

石
岡
市
文
化
協
会　

石
岡
華
道
同
好

会
（
大
塚
）
☎
＆
FAX
２
４
・
０
８
２
０

障
が
い
者
野
外
研
修「
り
ん
ご
狩
り
」

▼
在
宅
心
身
障
が
い
者
（
児
）
の
皆

さ
ん
を
対
象
に
、
り
ん
ご
狩
り
（
姫

石
岡
警
察
署
か
ら

市
内
の
事
故
発
生
状
況
【
８
／
31
現
在
】

・
発
生
件
数　

２
１
３
件
（
＋
22
）

・
死
者
数　
　
　

１
人
（
－
２
）

・
負
傷
者
数　

２
８
６
人
（
＋
32
）

・
物
損
事
故　

１
１
８
２
件

※
（　

）
内
は
前
年
比
の
増
減
で
す
。

問
い
合
わ
せ

　

石
岡
警
察
署 

交
通
課

　

☎
２
８
・
０
１
１
０

情報
ネットワーク

石岡市役所
　☎ 23‐1111

八郷総合支所
　☎ 43‐1111

石岡消防署
　☎ 23‐0119

八郷消防署
　☎ 43‐6491

火災情報
　☎ 24‐1818

テレホンサービス
　☎ 0800‐800‐7766

イ

ベ

ン

ト

募

集
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が
滝
り
ん
ご
園
・
大
子
町
）
を
行
い

ま
す
。
雨
天
時
は
ア
ク
ア
ワ
ー
ル
ド

大
洗
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

期
日
／
11
月
15
日
（
土
）

対
象
／
市
内
在
住
の
在
宅
者
で
、
20

歳
未
満
の
身
体
障
害
者
手
帳
・
療
育

手
帳
を
お
持
ち
の
人
と
そ
の
家
族

参
加
費
／
１
人
５
０
０
円

定
員
／
80
人
（
定
員
に
な
り
次
第
締

め
切
り
ま
す
）

申
込
締
切
／
10
月
17
日
（
金
）

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　

社
会
福
祉
協
議
会　

☎
２
２
・
２
４
１
１

FAX
２
２
・
２
４
４
０

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
教
室

日
時
／
11
月
６
・
13
・
20
日
（
木
・
全

３
回
）
午
後
１
時
30
分
～
３
時
30
分

場
所
／
石
岡
運
動
公
園
内
ジ
ョ
ギ
ン

グ
コ
ー
ス

参
加
費
／
５
０
０
円（
保
険
代
含
む
）

定
員
／
50
人

申
込
期
間
／
10
月
１
日
（
水
）
～
31

日
（
金
）

※
雨
天
時
は
翌
週
に
順
延
し
ま
す
。

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　

ス
ポ
ー
ツ
振
興
課　

☎
４
３
・
１
１
１
１
（
内
線
１
２
３
２
）

公
園
の
里
親
に
な
り
ま
せ
ん
か

▼
公
園
の
里
親
制
度
と
は
、
公
園
を

「
子
ど
も
」
に
見
立
て
、
市
民
の
皆

さ
ん
に
「
里
親
」
に
な
っ
て
も
ら
い
、

定
期
的
に
草
刈
り
・
清
掃
な
ど
に
協

力
し
て
も
ら
う
も
の
で
す
。
①
公
園

内
の
散
乱
ご
み
の
回
収
②
除
草
、
植

樹
ま
す
の
清
掃
③
情
報
提
供
な
ど
が

主
な
活
動
内
容
で
す
。
里
親
に
な
る

と
、
実
施
に
必
要
な
ご
み
袋
が
支
給

さ
れ
ま
す
。作
業
に
必
要
な
用
具（
ほ

う
き
、
軍
手
な
ど
）
は
各
自
で
ご
用

意
く
だ
さ
い
。

対
象
／
市
内
在
住
、
在
勤
、
在
学
の

小
学
生
以
上
の
団
体
。
代
表
者
が
満

20
歳
以
上
で
あ
る
こ
と
。

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　

都
市
計
画
課　

☎
２
３
・
１
１
１
１
（
内
線
２
９
３
）

オ
レ
ン
ジ
リ
ボ
ン
た
す
き
リ
レ
ー

ラ
ン
ナ
ー

▼
11
月
は
児
童
虐
待
防
止
月
間
。
児

童
虐
待
防
止
の
啓
発
を
図
る
た
め
、

オ
レ
ン
ジ
リ
ボ
ン
た
す
き
リ
レ
ー
を

実
施
し
ま
す
。
児
童
虐
待
防
止
の
象

徴
「
オ
レ
ン
ジ
リ
ボ
ン
」
を
た
す
き

に
見
立
て
、
北
は
日
立
市
、
南
は
土

浦
市
か
ら
県
庁
を
目
指
し
ま
す
。
子

ど
も
た
ち
が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
ま

ち
を
つ
く
る
た
め
、
啓
発
ラ
ン
ナ
ー

を
募
集
し
ま
す
。

日
時
／
11
月
14
日
（
金
）
午
前
10
時

～
午
後
２
時

対
象
／
２
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
を
走
れ
る

体
力
の
あ
る
人

参
加
費
／
１
０
０
０
円
（
保
険
・
オ

リ
ジ
ナ
ル
T
シ
ャ
ツ
代
含
む
）

定
員
／
20
人

申
込
締
切　

10
月
31
日
（
金
）

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　

こ
ど
も
福
祉
課　

☎
２
３
・
１
１
１
１
（
内
線
１
６
３
）

い
ば
ら
き
ス
ポ
ー
ツ
ア
カ
デ
ミ
ー

新
体
操
体
験
教
室	

▼
平
成
31
年
の
国
民
体
育
大
会
茨
城

大
会
に
向
け
て
、
県
で
は
将
来
有
望

な
小
・
中
学
生
を
育
成
す
る
た
め
、

各
種
ス
ポ
ー
ツ
体
験
教
室
を
行
っ
て

い
ま
す
。

日
時
／
10
月
13
日
（
月
）
正
午
か
ら

場
所
／
洞
峰
公
園
体
育
館（
つ
く
ば
市
）

講
師
／
山
﨑
浩
子
氏

■
問
い
合
わ
せ

茨
城
県
体
操
協
会
ア
カ
デ
ミ
ー
事
業

事
務
局
（
藤
野
）

☎
０
２
９
・
８
６
９
・
４
７
１
７

市営住宅入居募集
受付期間　10 月 20 日（月）～ 11 月７日（金）
募集住宅 戸数 家賃 備考

新池台
団地

１戸
（３ＤＫ）

2 万５５００円
～３万３７００円 水洗

１戸
（２ＤＫ）

２万６５００円
～３万５０００円

　家賃は一般世帯の例です。単身での申し込み
はできません。「くじによる公開抽選」で入居
者を決定します。入居は、抽選後に手続きが終
わり次第、可能になります。その他の住宅は申
し込み順です。建築住宅指導課の窓口でお申し
込みください。
■申し込み・問い合わせ

建築住宅指導課☎ 23‒1111（内線 425）
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在
職
者
訓
練
受
講
生

【
機
械
保
全
（
１
級
・
２
級
・
実
技
）】

日
時
／
11
月
29
日
（
土
）・
30
日
（
日
）

午
前
９
時
～
午
後
５
時

定
員
／
10
人

【
建
築
Ｃ
Ａ
Ｄ（
Ａ
ｕ
ｔ
ｏ
Ｃ
Ａ
Ｄ
）基
礎
】

日
時
／
12
月
１
日（
月
）・
２
日（
火
）・

４
日
（
木
）・
８
日
（
月
）・
９
日
（
火
）・

11
日
（
木
）
午
後
６
時
～
９
時

定
員
／
20
人

受
講
料
／
２
９
８
０
円

申
込
期
間
／
10
月
１
日
（
水
）
～
28

日
（
火
）
必
着

申
込
方
法
／
往
復
ハ
ガ
キ
に
①
講
座

名
②
氏
名
・
住
所
・
電
話
番
号
・
年

齢
・
職
業
を
記
入
の
上
、
郵
送
ま
た

は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
お
申
し
込
み

く
だ
さ
い
。

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

土
浦
産
業
技
術
専
門
学
院　

☎
０
２
９
・
８
４
１
・
３
５
５
１

求
職
者
支
援
訓
練
受
講
生

▼
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
で
は
、
積
極
的
に

就
職
支
援
を
行
っ
て
い
ま
す
。
雇
用

保
険
を
受
給
で
き
な
い
人
を
対
象

に
、
早
期
就
職
に
向
け
た
ス
キ
ル

ア
ッ
プ
の
た
め
、
職
業
訓
練
の
案
内

を
し
て
い
ま
す
。
受
講
料
は
原
則
無

料
。
パ
ソ
コ
ン
や
介
護
分
野
な
ど
の

訓
練
が
あ
り
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ　

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
石
岡
☎
２
６
・
８
１
４
１

県
立
土
浦
特
別
支
援

　
　
　
　
　

学
校
公
開
デ
ー

日
時
／
10
月
28
日
（
火
）・
11
月
５

日
（
水
）・
26
日
（
水
）
午
前
９
時

30
分
～
午
後
０
時
５
分

※
10
月
28
日
（
午
前
10
時
30
分
～
11

時
40
分
）
に
は
「
発
達
障
害
の
あ
る

子
の
理
解
と
支
援
」
と
題
し
て
講
演

会
を
行
い
ま
す
。

場
所
／
土
浦
特
別
支
援
学
校

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

県
立
土
浦
特
別
支
援
学
校　

☎
０
２
９
・
８
２
４
・
５
５
４
９

誰
も
自
殺
に
追
い
込
ま
れ
る
こ
と

の
な
い
社
会
へ

▼
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
ラ
イ
フ
リ
ン
ク
代
表

の
清
水
康
之
氏
を
講
師
に
迎
え
自
殺

予
防
公
開
講
座
を
行
い
ま
す
。
入
場

は
無
料
で
す
。

日
時
／
10
月
25
日
（
土
）
午
後
１
時

30
分
～
３
時
30
分

場
所
／
筑
波
銀
行
本
部
ビ
ル
（
つ
く

ば
市
竹
園
）

定
員
／
２
０
０
人
（
先
着
順
）

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

茨
城
い
の
ち
の
電
話

☎
０
２
９
・
８
５
２
・
８
５
０
５

八
郷
地
区
水
道
料
金
が
コ
ン
ビ
ニ

で
も
支
払
い
可
能
に

▼
八
郷
地
区
の
水
道
料
金
が
、
４
月

１
日
か
ら
市
内
の
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス

ス
ト
ア
全
店
で
、
支
払
い
が
可
能
に

な
り
ま
し
た
。
納
入
通
知
書
を
ご
持

参
の
上
、
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ

水
道
課　

☎
４
３
・
１
１
１
８

全
国
一
斉
！
法
務
局
休
日
相
談
所

▼
事
前
に
電
話
で
お
申
し
込
み
く
だ

さ
い
。
相
談
料
は
無
料
で
す
。

日
時
／
10
月
５
日
（
日
）
午
前
10
時

～
午
後
４
時

※
受
付
時
間
は
午
後
３
時
ま
で
。

場
所
／
水
戸
地
方
法
務
局
土
浦
支
局

（
土
浦
市
下
高
津
１‒

12‒

９
）

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

水
戸
地
方
法
務
土
浦
支
局　

☎
０
２
９
・
８
２
１
・
０
７
９
２

行
政
書
士
に
よ
る
無
料
相
談
会

▼
県
内
の
行
政
書
士
が
、
遺
言
、
相

お

知

ら

せ

資源物の持ち去り禁止！
　資源ごみの収集日に、ごみ集積所から資源物（空
き缶・金属、新聞・雑誌・ダンボールなど）を市
が委託した収集運搬業者でない者が持ち去る行為
が起きています。
　市では条例により、ごみ集積所に出された資源
物の所有権は市に帰属するものとし、市または市
長が指定する事業者（委託収集運搬業者）以外の
者が収集運搬することを禁止しています。資源物
の持ち去りを目撃した場合は市に情報提供（日時・
場所・車両ナンバー・人物の特徴など）のご協力
をお願いします。
■問い合わせ

【石岡地区】
市役所 生活環境課　☎ 23‒1111（内線 144）

【八郷地区】
八郷総合支所 総務課　☎ 43‒1111（内線 1337）

広報いしおか１０月１日号  №２１６　１６
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談
、
各
種
許
認
可
な
ど
の
行
政
手
続

き
相
談
や
、
暮
ら
し
と
役
所
の
諸
手

続
き
に
関
す
る
相
談
に
直
接
お
答
え

し
ま
す
。

日
時
／
10
月
18
日
（
土
）
午
前
10
時

～
午
後
４
時

場
所
／
石
岡
市
民
会
館

■
問
い
合
わ
せ

茨
城
県
行
政
書
士
会 

県
南
支
部
（
後

藤
）
☎
０
２
９
・
３
０
５
・
３
７
３
１

紙
お
む
つ
購
入
助
成

▼
ね
た
き
り
の
高
齢
者
な
ど
に
購
入

し
た
紙
お
む
つ
の
費
用
の
一
部
を
助

成
し
ま
す
。
７
～
９
月
分
と
合
わ
せ

４
～
６
月
分
の
未
申
請
分
も
受
け
付

け
ま
す
。

対
象
／
市
内
在
住
で
介
護
保
険
要
介

護
１
～
５
に
認
定
さ
れ
て
い
て
非
課

税
世
帯
の
人
。
在
宅
の
人
が
対
象
で

す
が
、
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
な
ど
で
生

活
し
て
い
る
人
も
該
当
す
る
場
合
が

あ
り
ま
す
。

助
成
額
／
１
か
月
あ
た
り
３
２
０
０
円

助
成
対
象
／
紙
お
む
つ
・
尿
と
り

パ
ッ
ド
・
リ
ハ
ビ
リ
パ
ン
ツ

必
要
書
類
／
①
７
～
９
月
ま
で
に
購

入
し
た
分
の
品
目
が
記
載
さ
れ
た
レ

シ
ー
ト
な
ど
②
対
象
者
ま
た
は
介
護

者
の
振
込
先
口
座
番
号
の
分
か
る
も

の
③
認
め
印

■
問
い
合
わ
せ　

高
齢
福
祉
課　

☎
２
３
・
１
１
１
１
（
内
線
１
５
３
）

下
水
道
・
農
業
集
落
排
水
の
接
続

補
助
金

▼
下
水
道
や
農
業
集
落
排
水
に
接
続

す
る
人
（
新
築
住
宅
を
除
く
）
で
、

平
成
24
年
４
月
以
降
に
使
用
可
能
と

な
っ
た
日
か
ら
３
年
以
内
に
接
続
を

す
る
人
に
は
、
上
限
４
万
円
の
接
続

補
助
金
を
交
付
し
ま
す
。
交
付
対
象

地
区
が
あ
り
ま
す
の
で
詳
し
く
は
、

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　

下
水
道
課　

☎
４
３
・１
１
１
１
（
内
線
１
２
２
３
）

10
月
は
土
地
月
間

▼
10
月
１
日
は
土
地
の
日
で
す
。
乱

開
発
や
無
秩
序
な
土
地
利
用
を
防
止

し
、
有
効
利
用
す
る
た
め
、
土
地
取

引
を
行
っ
た
後
に
は
、
届
出
が
必
要

で
す
。
売
買
な
ど
で
一
定
面
積
以
上

の
土
地
の
権
利
を
取
得
し
た
人
は
契

約
を
締
結
し
た
日
か
ら
２
週
間
以
内

に
土
地
の
所
在
す
る
市
町
村
に
、
届

け
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

10
月
に
は
土
地
に
関
す
る
理
解
を

深
め
る
講
演
会
な
ど
も
開
催
し
て
い

ま
す
。
詳
し
く
は
、
県
水
・
土
地
計

画
課
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
確
認
く

だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ　

県
水
・
土
地
計
画
課

☎
０
２
９
・
３
０
１
・
２
６
１
３

使
用
済
み
農
業
用
廃
プ
ラ
ス
チ
ッ

ク
回
収

▼
回
収
に
は
事
前
申
し
込
み
が
必
要

で
す
。
ポ
リ
エ
チ
レ
ン
類
の
み
を
回

収
し
、
ビ
ニ
ー
ル
類
は
回
収
し
ま
せ

ん
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

日
時
／
10
月
20
日（
月
）・
21
日（
火
）・

22
日
（
水
）
午
前
９
時
～
正
午
・
午

後
１
時
～
４
時

※
終
了
30
分
前
に
受
付
終
了

場
所
／
八
郷
総
合
支
所
駐
車
場

負
担
額
／
農
業
ポ
リ
エ
チ
レ
ン
１

kg
あ
た
り
17
・
１
円
（
年
会
費

１
０
０
０
円
）
※
軽
ト
ラ
ッ
ク
１
台

で
約
６
０
０
０
円
で
す
。

申
込
締
切
／
10
月
17
日
（
金
）

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　

農
政
課　

☎
４
３
・
１
１
１
１
（
内
線
１
１
５
４
）

ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・
バ
ラ
ン
ス
を

推
進
す
る
企
業
を
応
援
し
ま
す
！

▼
県
で
は
、
育
児
・
介
護
休
業
法
が

努
力
義
務
と
し
て
い
る
休
業
制
度
や

短
時
間
勤
務
制
度
な
ど
を
導
入
し
、

実
際
に
制
度
を
一
定
の
期
間
利
用
し

た
従
業
員
が
い
た
場
合
に
、
中
小
企

業
主
に
対
し
て
奨
励
金
（
１
人
目

30
万
円
、
２
人
目
10
万
円
）
を
支
給

し
ま
す
。
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

▼
ま
た
、
企
業
や
団
体
が
主
催
す
る

セ
ミ
ナ
ー
に
無
料
で
講
師
を
派
遣
し

ま
す
。講
師
は
、県
が
委
嘱
し
た
ワ
ー

ク
ラ
イ
フ
バ
ラ
ン
ス
ア
ド
バ
イ
ザ
ー

で
す
。

申
込
締
切
／
平
成
27
年
２
月
13
日（
金
）

■
問
い
合
わ
せ　

県
労
働
政
策
課　

☎
０
２
９
・
３
０
１
・
３
６
３
５

乗合いタウンメイト
予約受付休止日
▼ 10 月 20 日（月）は、受付センター（☎ 23‒5500）
のある「ふれあいの里石岡 ひまわりの館」が電気設
備点検にともなう停電により、予約受け付けができま
せん。20 日は、通常通り運行しています。利用する
人は、17 日（金）までにお申し込みください。
■問い合わせ　社会福祉協議会　☎ 22‒2411
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石
岡
市
美
術
展
の

　
　
　
　
作
品
を
募
集
し
ま
す

楽しむ
美術

秋
季
市
民
サ
イ
ク
リ
ン
グ
大
会

に
参
加
し
ま
せ
ん
か

楽しむ
スポーツ

日
に
ち　

11
月
22
日
（
土
）

※
雨
天
の
場
合
は
11
月
23
日
（
日
）

集
合
場
所

石
岡
小
学
校　

　

屋
内
温
水
プ
ー
ル
入
口

集
合
時
間

午
前
８
時
（
午
前
８
時
30
分
出
発
）

コ
ー
ス
　

【
往
路
】

石
岡
小
学
校
屋
内
温
水
プ
ー
ル
入
口

↓
府
中
橋
↓
高
倉
休
憩
所
↓
片
野
↓

小
幡
地
区
公
民
館 

（
バ
ス
で
移
動
）

↓
つ
く
ば
ね
オ
ー
ト
キ
ャ
ン
プ
場

（
ジ
ャ
ム
作
り
体
験
教
室
・
昼
食
バ
ー

べ
キ
ュ
ー
）

【
復
路
】

つ
く
ば
ね
オ
ー
ト
キ
ャ
ン
プ
場
（
バ

ス
で
移
動
）
↓
小
幡
地
区
公
民
館
↓

片
野
↓
高
倉
休
憩
所
↓
府
中
橋
↓
石

岡
小
学
校
屋
内
温
水
プ
ー
ル
入
口

定
員　

50
人
（
定
員
に
な
り
次
第
締

め
切
り
ま
す
）

参
加
費　

高
校
生
以
上
１
０
０
０

円
・
中
学
生
以
下
５
０
０
円

注
意
事
項　

小
学
３
年
生
以
上
で
、

乗
り
慣
れ
た
自
転
車
で
参
加
し
て
く

だ
さ
い
。
水
筒
・
汗
拭
き
タ
オ
ル
は

持
参
。
児
童
だ
け
で
の
参
加
は
で
き

ま
せ
ん
。

※
遠
方
か
ら
参
加
し
た
い
人
は
、
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

申
込
期
間　

10
月
７
日
（
火
）
〜
11

月 

７
日
（
金
）

申
込
方
法
　
各
施
設
に
直
接
ま
た
は

電
話
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

・
石
岡
運
動
公
園

（
☎
２
６
・
７
２
１
０
）

・
八
郷
総
合
運
動
公
園

（
☎
４
３
・
６
８
８
４
）

■
問
い
合
わ
せ

八
郷
総
合
運
動
公
園

☎
４
３
・
６
８
８
４

広報いしおか１０月１日号  №２１６　１８

今
年
度
か
ら
、
事
前
に
出
品
申
込
書
の
提
出
に
な
り
ま
す

　10 月から、開館時間延長の調査を
するために毎週木曜日（図書整理日を
除く）のみ午後７時まで開館します。
ぜひご利用ください。
■問い合わせ
石岡市立中央図書館 ☎ 24-1507

    中央図書館の
開館時間が延長に！

　

市
で
は
芸
術
文
化
活
動
の
振
興
を

通
じ
「
ふ
る
さ
と
再
生
」
の
実
現
を

目
指
し
て
い
く
た
め
、
第
55
回
石
岡

市
美
術
展
を
開
催
し
ま
す
。

出
品
申
込
書
受
付
期
間　

10
月
15
日
（
水
）
〜
31
日
（
金
）

※
郵
送
の
場
合
、
消
印
有
効
。

※
出
品
申
込
書
の
み
受
け
付
け
ま

す
。作
品
の
搬
入
は
11
月
11
日（
火
）・

12
日
（
水
）
に
行
い
ま
す
。

出
品
申
込
書
受
付
場
所　

文
化
振
興
課
（
八
郷
総
合
支
所
）

※
市
役
所 

市
民
課
で
も
持
参
の
み

受
け
付
け
ま
す
。
申
込
用
紙
は
、
文

化
振
興
課
、
市
役
所 

市
民
課
に
備

え
て
あ
り
ま
す
。
ま
た
市
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き

ま
す
。

《
石
岡
市
美
術
展
》

期
間　

11
月
19
日（
水
）〜
23
日（
日
）

場
所　

石
岡
市
運
動
公
園
体
育
館　

サ
ブ
ア
リ
ー
ナ

参
加
資
格　

市
内
在
住
、
出
身
、
在

学
・
在
勤
ほ
か
主
催
者
が
認
め
た
人

※
中
学
生
以
下
は
出
品
不
可
。

　

額
装
の
場
合
、
ガ
ラ
ス
張
り
は
使

用
し
な
い
（
ア
ク
リ
ル
は
可
）。
写

真
は
ガ
ラ
ス
・
ア
ク
リ
ル
と
も
に
使

用
不
可
。

【
日
本
画
】
50
号
以
内

【
洋
画
】
６
〜
50
号
以
内
。
た
だ
し
、

版
画
は
６
〜
20
号
以
内

【
彫
刻
】
重
量
60
㎏
程
度
ま
で

【
工
芸
美
術
】
立
体
に
あ
っ
て
は
50

㎝
平
方
以
内
の
場
所
に
陳
列
で
き
る

も
の
で
、
そ
の
他
に
つ
い
て
は
縦
横

１
８
２
㎝
以
内（
装
飾
設
備
を
含
む
）

【
書
】
作
品
は
す
べ
て
表
装
ま
た
は

仮
表
装
と
し
、
釈
文
を
申
込
用
紙
に

記
入
し
、縦（
横
）２
１
２
㎝
、横（
縦
）

51
・
５
㎝
以
内
。
た
だ
し
、
て
ん
刻

は
額
装
、
表
装
ま
た
は
仮
表
装
し
た

印
影
の
み
出
品
し
、表
装
が
縦
40
㎝
、

横
30
㎝
以
内

【
写
真
】
半
切
以
上
、
デ
ジ
タ
ル
は

Ａ
３
判
以
上
。
わ
く
張
り
ま
た
は
額

装
と
す
る
。
組
写
真
は
す
べ
て
１
個

の
わ
く
張
り
ま
た
は
額
に
収
め
る

【
デ
ザ
イ
ン
】
Ｂ
全
判
か
ら
Ｂ
３
判

ま
で

■
問
い
合
わ
せ　

文
化
振
興
課　

☎
４
３
・
１
１
１
１
（
内
線
１
３
２
２
）

〒
３
１
５
-０
１
９
５　

石
岡
市
柿
岡
５
６
８
０
番
地
１

八
郷
総
合
支
所 

３
階

種
目
・
出
品
規
定
（
抜
粋
）



　

今
年
度
、
石
岡
市
区
長
会
の
役
員

の
一
部
に
改
選
が
あ
り
ま
し
た
。
新

会
長
か
ら
紙
面
を
お
借
り
し
て
、
ご

挨
拶
を
申
し
上
げ
る
と
と
も
に
、
当

会
の
紹
介
を
し
ま
す
。

講
演
会
を
開
催

　

今
年
度
総
会
前
に
、
講
師
と
し
て

茨
城
大
学
大
学
院
教
育
学
研
究
科
の

特
任
教
授 

齋
藤
典
生
先
生
を
お
招

き
し
、
講
演
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

「〝
む
す
ん
で　

ひ
ら
い
て
〞
の
地
域

を
創
ろ
う
」
と
題
し
て
、
地
域
づ
く

り
・
ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て
の
講
演

で
し
た
。

無
縁
社
会
、
人
口
減
少
等
の
現
在
の

地
域
の
問
題
や
、
災
害
へ
の
対
応
、

地
域
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
の
心
構
え
な

ど
、
私
た
ち
地
域
の
代
表
者
と
し
て

の
必
要
な
こ
と
に
つ
い
て
、
改
め
て

気
づ
く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

平
成
26
年
度
事
業
計
画

　
　
　
　
　
　（概
要
）

・
行
政
懇
談
会

　

地
域
の
問
題
や
市
が
抱
え
て
い
る

問
題
を
市
長
に
提
起
し
、
豊
か
で
住

み
よ
い
地
域
づ
く
り
を
進
め
る
た
め

に
開
催
し
ま
す
。
11
月
に
予
定
し
て

い
ま
す
。

・
広
報
紙
「
ひ
び
き
」
の
発
行

　

本
会
の
活
動
状
況
や
各
地
区
の
出

来
事
な
ど
を
お
知
ら
せ
し
、
情
報
を

共
有
す
る
た
め
、広
報
紙
「
ひ
び
き
」

を
発
行
し
ま
す
。

・
市
民
懇
談
会
の
開
催

　

今
年
度
も
市
民
の
皆
さ
ん
と
行
政

が
お
互
い
の
情
報
を
交
換
し
合
い
、

交
流
を
図
る
た
め
、
昨
年
度
ま
で
の

「
市
政
懇
談
会
」
の
名
称
が
、
よ
り

親
し
み
を
持
っ
て
い
た
だ
け
る
よ
う

「
市
民
懇
談
会
」
と
変
更
し
、
開
催

し
ま
す
。

・
研
修
視
察
の
実
施

　

近
県
各
地
の
実
情
な
ど
を
視
察
、

本
会
会
員
の
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
の
資

質
を
高
め
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
実

施
し
ま
す
。

・
ま
ち
づ
く
り
事
業

　

安
全
で
安
心
で
き
る
ま
ち
づ
く
り

を
推
進
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
、
各

種
事
業
へ
の
参
加
依
頼
に
対
し
て
、

地
域
の
代
表
と
し
て
積
極
的
に
対
応

し
て
い
き
ま
す
。

石
岡
市
区
長
会
長
就
任
に

　
　
　
　
　
　
　あ
た
っ
て

　
　
　
　

石
岡
市
区
長
会　

　
　
　
　
　
　

会
長 　

佐
藤 

信
夫

　　

平
素
は
「
明

る
く
住
み
よ
い

ま
ち
づ
く
り
」

の
た
め
、
ご
支
援
、
ご
協
力
を
賜
り

誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

本
会
は
、
市
内
各
区
（
町
内
会
な

ど
）
２
９
８
地
区
に
よ
り
組
織
さ
れ

て
い
ま
す
。

　

安
全
な
地
域
の
中
で
安
心
し
て
暮

ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り
活
動
の
展
開

を
、
そ
れ
ぞ
れ
の
区
が
地
区
民
の
自

主
的
活
動
で
運
営
さ
れ
て
い
る
こ
と

に
感
謝
し
ま
す
。

　

何
も
し
な
く
て
も
「
ま
ち
は
変
わ

る
」
だ
っ
た
ら
、
何
か
を
し
て
「
ま

ち
を
変
え
る
こ
と
で
あ
る
」
と
茨
城

大
学
特
任
教
授
の
齋
藤
典
生
先
生

が
、
本
年
度
の
市
区
長
会
講
演
会
で

話
さ
れ
ま
し
た
。

　

私
た
ち
に
は
、
様
々
な
人
と
の
出

会
い
・
交
流
の
場
を
通
し
て
、
人
と

人
と
の
関
係
を
紡
い
で
ゆ
く
、
そ
し

て
地
域
の
暮
ら
し
を
豊
か
に
し
て
い

く
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
そ

し
て
区
長
は
そ
れ
ぞ
れ
の
ま
ち
づ
く

り
の
担
い
手
で
あ
り
、
区
・
町
内
会

の
リ
ー
ダ
ー
で
す
。
ま
た
、
本
市
が

進
め
る
「
協
働
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り

の
住
民
側
の
担
い
手
」
で
も
あ
り
ま

す
。

　

５
年
後
に
は
再
び
茨
城
国
体
が
開

催
さ
れ
ま
す
。
40
年
前
に
「
赤
い
カ

ン
ナ
で
全
国
民
を
お
迎
え
し
た
」
よ

う
に
、
市
内
の
道
路
を
花
で
埋
め
尽

く
す
運
動
も
、
大
切
な
区
の
活
動
の

一
つ
だ
と
思
い
ま
す
。

　

石
岡
８
万
市
民
の
担
い
手
と
し

て
、
積
極
的
に
参
加
し
、
協
力
し
て

い
き
た
い
と
存
じ
ま
す
。

　

今
後
も
、
一
層
の
ご
指
導
・
ご
協

力
を
お
願
い
し
、
就
任
の
ご
挨
拶
と

い
た
し
ま
す
。

ひ
び
き

　
　

 

〜
ひ
び
き
あ
う
・
こ
こ
ろ
が
な
ご
む
・
ま
ち
づ
く
り
〜

まちづくり

区長会

第 14 号
編集発行

石岡市区長会事務局
総務課

☎ 23‒1111

▲５月 21日に行われた総会の様子

▲齋藤先生講演の様子

１９　広報いしおか１０月１日号  №２１６

「
ひ
び
き
」
は
石
岡
市
区
長
会
の
活
動
の
様
子
を
市
民
に

向
け
て
発
信
す
る
情
報
紙
（
年
２
回
）
で
す
。



火
を
噴
く
竜 
マ
グ
マ
の
時
代

　

今
回
は
、
ま
だ
海
に
は
ア
ン
モ
ナ

イ
ト
が
泳
い
で
い
た
、
日
本
列
島
も

日
本
海
も
ま
だ
な
い
中
生
代
の
末
の

様
子
を
見
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

　

中
生
代
末
の
７
５
０
０
万
年
前

に
、
広
域
に
大
規
模
な
マ
グ
マ
の
活

動
が
始
ま
り
ま
し
た
。
つ
い
に
竜
が

火
を
噴
い
た
の
で
す
。
マ
グ
マ
の
激

し
い
活
動
は
、
ほ
乳
類
の
時
代
と
い

わ
れ
る
新
生
代
初
め
ま
で
続
き
、
現

在
の
日
本
列
島
に
は
、
こ
の
頃
の
花

こ
う
岩
が
分
布
し
て
い
ま
す
。

中
世
代
の
斑
れ
い
岩
と

　
　
　
　

新
生
代
の
花
こ
う
岩

　

石
岡
周
辺
で
は
、
地
下
深
く
で
中

生
代
末
に
斑
れ
い
岩
の
マ
グ
マ
が

地
層
に
入
り
込
み
ゆ
っ
く
り
冷
え

固
ま
り
ま
し
た
。
斑
れ
い
岩
は
濃

色
の
鉱
物
の
粒
が
目
立
つ
岩
石
で

す
。
筑
波
山
頂
や
太
田
付
近
の
岩
体

が
こ
れ
に
当
た
り
ま
す
。
新
生
代
の

６
０
０
０
万
年
前
に
な
る
と
、
多
量

の
花
こ
う
岩
の
マ
グ
マ
が
入
り
込
ん

で
き
ま
し
た
。
花
こ
う
岩
は
白
や
黒

の
鉱
物
か
ら
な
る
粒
の
粗
い
岩
石

で
、
地
下
で
ゆ
っ
く
り
マ
グ
マ
が
冷

え
て
で
き
ま
す
。「
み
か
げ
石
」
と

い
う
石
材
名
で
知
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

さ
て
、
マ
グ
マ
が
冷
え
る
と
岩
石

が
縮
ん
で
粗
い
割
れ
目
（
節
理
）
を

生
じ
ま
す
。
新
鮮
な
花
こ
う
岩
は
と

て
も
堅け

ん

牢ろ
う

で
す
が
、
風
化
と

い
っ
て
、
長
い
時
間
の
中
で
節

理
や
表
面
か
ら
変
質
し
、
鉱
物

粒
が
ば
ら
ば
ら
に
な
り
砂
の
よ

う
に
崩
れ
て
い
き
ま
す
。
一

方
、
斑
れ
い
岩
は
節
理
か
ら
割

れ
る
こ
と
は
あ
り
ま
す
が
、
岩

を
作
る
鉱
物
粒
が
ば
ら
ば
ら
に

な
る
よ
う
な
こ
と
は
あ
ま
り
あ

り
ま
せ
ん
。
筑
波
山
で
は
、
山

頂
を
斑
れ
い
岩
が
つ
く
り
、
そ
れ
を

取
り
囲
む
よ
う
に
花
こ
う
岩
が
あ
り

ま
す
。
そ
の
た
め
、
岩
石
の
風
化
の

性
質
の
差
か
ら
険
し
い
地
形
の
山
頂

を
作
っ
て
い
る
の
で
す
。

マ
グ
マ
の
熱
が
つ
く
っ
た
小
判
石

　

花
こ
う
岩
の
マ
グ
マ
の
熱
は
、
周

り
の
地
層
を
焼
い
て
、
泥
や
砂
を
鉱

物
の
結
晶
に
変
え
硬
い
変
成
岩
（
筑

波
変
成
岩
）
を
作
り
ま
し
た
。
そ
の

熱
は
、
地
層
を
も
溶
か
し
ま
す
。
八

郷
地
区
西
部
に
そ
の
様
子
が
残
っ
て

い
ま
す
。
吉
生
地
区
の
「
小
判
石
」

は
、
国
内
で
も
稀
な
球
状
か
こ
う
岩

（
県
指
定
天
然
記
念
物
）。
地
層
が
溶

け
始
め
る
と
き
に
特
殊
な
成
分
の
マ

グ
マ
が
で
き
、
菫き

ん
せ
い
せ
き

青
石
と
い
う
鉱
物

が
丸
み
の
あ
る
塊
を
多
数
作
っ
た
と

考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

崩
れ
や
す
い
花
こ
う
岩
は
、
山
す

そ
に
緩
や
か
な
斜
面
を
作
り
、
そ
こ

か
ら
生
ま
れ
た
砂
や
粘
土
が
、
平
野

を
育
ん
で
い
き
ま
し
た
。

　

次
回
は
、
丘
陵
地
や
平
野
の
成
り

立
ち
に
つ
い
て
考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。

筑
波
山
地
域
を
日
本
ジ
オ
パ
ー
ク
に
！

　
　

～
い
し
お
か
の
大
地
の
物
語
～ 

③

矢野徳也
（自然公園指導員）

自然環境の調査や、学校
などでの環境教育を精力
的に活動している。

花こう岩は大きな石材が得られ、美し
い白さと堅牢さが特徴。市内でも加波
山周辺の花こう岩が石材として切り出
されています。

瀬
川
を
ま
る
ご
と
知
ろ
う
～

恋
瀬
川
探
検
ジ
オ
ツ
ア
ー
～

を
行
い
ま
し
た
。

　

生
き
も
の
を
捕
ま
え
る
コ
ツ
を
教

わ
り
、
捕
ま
え
た
生
き
も
の
を
種
類

ご
と
に
分
類
し
ま
し
た
。 

　

上
流
で
は
、
き
れ
い
な
水
に
住
む

サ
ワ
ガ
ニ
を
見
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
参
加
者
か
ら
は
「
矢
野
先
生
、

野
村
先
生
の
お
話
が
お
も
し
ろ
く
、

と
て
も
楽
し
め
た
」「
石
岡
は
、
自

然
も
豊
か
歴
史
も
深
く
、
い
ろ
い
ろ

な
切
り
口
で
探
検
で
き
そ
う
で
今
後

に
期
待
し
て
い
ま
す
」
な
ど
の
声
。

今
後
も
、
市
の
魅
力
を
発
見
す
る
ジ

オ
ツ
ア
ー
を
企
画
し
て
い
き
ま
す
。

８
月
24
日

恋
瀬
川
探
検
ジ
オ
ツ
ア
ー 

活
動
報
告

霞ヶ浦 知識メモ

□霞ヶ浦が昔は海であった

□高浜は江戸時代に港町と

して栄え川と湖を利用して

物を運んでいた

□明治時代になり汽車が開

通すると舟運は衰退した

◀どんな生きものが住んでいるのかを
網を使って採取。テナガエビが採れて
子どもたちも大喜び！

下流と異なり川の流れがやや速く、生
きものを採取するのに少し苦労してい
ました。岩盤の影響で川幅が狭くなっ
ており、ざわめき橋付近より上流には、
舟を使って物を運ぶことができなかっ
たことを学びました▼

恋

広報いしおか１０月１日号  №２１６　２０



新
・

 
市
長
日
記
⑨

８
月
31
日
（
日
）

タ
ウ
ン
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
3

　
移
住
し
た
く
な
る
街
っ
て

ど
ん
な
ま
ち
？

　　

八
郷
地
区
の
自
然
豊
か

な
環
境
に
魅
力
を
感
じ
移

住
し
た
若
い
世
代
が
３
年

前
か
ら
始
め
た
、
八
豊
祭

（
や
っ
ほ
う
ま
つ
り
）
実
行

委
員
会
の
皆
さ
ん
を
中
心

に
開
催
し
ま
し
た
。
八
豊

祭
は
、
地
元
の
人
の
協
力

を
得
な
が
ら
、
市
内
の
豊

か
な
自
然
環
境
と
そ
こ
に

残
る
暮
ら
し
を
都
市
部
の

若
い
世
代
に
伝
え
て
い
ま

す
。

　
ど
ん
な
ま
ち
だ
っ
た
ら

移
住
し
た
く
な
る
か
、
移

住
者
な
ら
で
は
の
視
点
で

意
見
を
出
し
て
も
ら
い
ま

し
た
。

■
開
催
日　

６
月
17
日

■
団
体　

八
豊
祭
（
や
っ
ほ

う
ま
つ
り
）
実
行
委
員
会

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　

秘
書
広
聴
課

　

☎
２
３
･
1
1
1
1

　
（
内
線
２
１
２
）

八豊祭（やっほうまつり）実行委員会か
ら出された意見
〈地域コミュニティ〉
1移住者と地元住民が交流できるコミュ
ニティカフェがあると良い
2中世時代が起源と推測される多大な労
力が必要な作業を集落の住民が協力し合
う相互扶助の精神で成り立っていた「結
（ゆい）」のある地域にひかれる
〈子育て環境〉
1自然の中で子育てができる特色ある教

育活動ができないか
2出産環境を充実させることが不可欠
で、助産院で出産を望む人が増えている
ので助産師が来やすい支援があると良い
〈自然とエネルギー〉
1山林を生かした産業で雇用の場を増や
すとともにエネルギー（木質ペレットな
どの燃料）の自給率を高める
2メタンガス、太陽光、水力、バイオ燃
料などの自然エネルギーを推進する施策
が必要

山林を生かした産業で雇用の場を増や山林を生かした産業で雇用の場を増や
木質ペレットな木質ペレットな

メタンガス、太陽光、水力、バイオ燃メタンガス、太陽光、水力、バイオ燃
料などの自然エネルギーを推進する施策料などの自然エネルギーを推進する施策

２１　広報いしおか１０月１日号  №２１６

　

早
朝
４
時
半
、
私
は
ま
だ
暗
い
空

を
見
上
げ
、
草
む
ら
に
す
だ
く
虫
の

音
に
秋
を
感
じ
な
が
ら
自
宅
の
庭
に

立
っ
て
い
ま
し
た
。

　

う
っ
す
ら
と
山
並
み
が
、
見
え
る

よ
う
に
な
っ
て
き
ま
し
た
。
そ
の
稜

線
を
目
で
た
ど
り
な
が
ら
、
先
週
に

74
歳
で
急
死
し
た
中
学
校
時
代
の
恩

師
を
思
い
出
し
ま
し
た
。

　

恩
師
は
英
語
と
美
術
を
教
え
る
担

任
で
、
ク
ラ
ス
の
仲
間
た
ち
は
槙ま

き

ち
ゃ
ん
先
生
と
呼
ん
で
慕
っ
て
い
ま

し
た
。
チ
ャ
ー
ミ
ン
グ
な
笑
顔
で
、

溌は
つ
ら
つ剌

と
し
て
い
て
、
そ
れ
で
い
て
怒

る
と
怖
い
一
面
も
あ
り
ま
し
た
。

「
ふ
ざ
け
た
人
は
、
こ
こ
に
座
り
な

さ
い
！
」
そ
う
い
っ
て
教
壇
の
前
の

床
に
生
徒
た
ち
を
一
列
に
並
ば
せ
ま

し
た
。

　

私
も
含
め
て
10
人
ほ
ど
だ
っ
た
で

し
ょ
う
か
、
先
生
は
そ
の
前
に
仁
王

立
ち
に
な
り
、
い
き
な
り
「
喝
」
が

入
り
ま
し
た
。

「
さ
あ
、
自
分
の
席
に
戻
っ
て
！　

こ
が
ね
色
の
朝

授
業
再
開
だ
！
」

　

新
学
期
が
始
ま
っ
た
ば
か
り
で
、

浮
か
れ
た
空
気
は
吹
き
飛
び
ま
し
た
。

「
家
内
は
、
貴
方
が
市
長
に
な
っ
た

と
き
ど
れ
ほ
ど
喜
ん
だ
こ
と
か
。
新

聞
に
市
長
さ
ん
の
名
前
と
写
真
が
載

る
た
び
に
切
り
抜
い
て
い
た
ん
で

す
」
と
元
教
育
長
だ
っ
た
ご
主
人
が

祭
壇
の
前
で
語
り
ま
し
た
。

　

恩
師
を
回
想
し
て
い
る
う
ち
に
、

出
発
の
時
間
が
迫
っ
て
き
ま
し
た
。

　

今
日
は
、
筑
波
連
山
天
空
ト
レ
イ

ル
ラ
ン
が
５
時
に
ス
タ
ー
ト
す
る
記

念
す
べ
き
日
な
の
で
す
。
こ
の
レ
ー

ス
は
、
筑
波
山
系
の
山
々
の
尾
根
道

と
里
山
の
コ
ー
ス
70
㎞
を
走
破
す
る

ス
ー
パ
ー
山
岳
マ
ラ
ソ
ン
で
す
。

　

地
元
を
は
じ
め
、
農
協
や
関
連
団

体
、
金
融
機
関
、
市
役
所
な
ど
か
ら
、

総
勢
3
0
0
人
近
い
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
ス
タ
ッ
フ
が
協
力
体
制
を
敷
き
、

5
0
0
名
余
の
参
加
者
と
関
係
者

が
ス
タ
ー
ト
会
場
の
八
郷
総
合
支
所

に
集
っ
て
い
ま
す
。

　

最
初
は
ロ
ン
グ
の
70
㎞
、
５
分
後

に
ミ
ド
ル
の
48
㎞
、
そ
の
５
分
後
に

シ
ョ
ー
ト
の
25
㎞
で
、
男
女
共
の
ス

タ
ー
ト
で
す
。

＊
＊
＊

　

午
後
に
な
っ
て
、
ゴ
ー
ル
の
連
絡

が
入
っ
て
き
ま
し
た
。
シ
ョ
ー
ト
の

１
位
は
１
時
間
51
分
、
ミ
ド
ル
は
４

時
間
27
分
、
ロ
ン
グ
は
６
時
間
21
分

と
い
う
驚
異
的
な
レ
コ
ー
ド
で
し
た
。

　

夕
方
に
な
っ
て
、
全
員
が
無
事

ゴ
ー
ル
し
た
と
連
絡
が
入
り
、
私
は

ほ
っ
と
胸
を
な
で
下
ろ
し
ま
し
た
。

　

自
宅
の
机
に
向
か
う
と
、
少
し
前

に
届
い
た
先
生
か
ら
の
手
紙
に
気
づ

き
、
改
め
て
読
み
返
し
ま
し
た
。

「
あ
な
た
の
公
約
に
あ
っ
た
、
ま
ず

市
民
の
声
に
耳
を
傾
け
、
そ
の
声
を

吸
い
上
げ
市
政
に
生
か
す
、
ぜ
ひ

や
っ
て
も
ら
い
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
」

　

銀
座
・
鳩
居
堂
の
便
せ
ん
に
書
か

れ
た
先
生
の
手
紙
は
、
昔
と
変
わ
ら

な
い
溌
剌
と
し
た
文
字
で
綴
ら
れ
て

お
り
、
心
が
新
た
に
な
り
ま
し
た
。

▲スタート地点でボランティアスタッフと記念撮影



石岡市体育協会に加盟して
いるスポーツ団体の大会結
果などをお知らせします。

石岡運動公園
☎ 26-7210
八郷総合運動公園
☎ 43-6884
石岡海洋センター
☎ 23－5191　
柏原野球公園管理事務所
☎ 23-8158
朝日スポーツ交流施設
☎ 43-6884

団
体
紹
介
3

　

体
育
協
会
グ
ラ
ン
ド
ゴ
ル
フ
部

は
、
市
内
５
グ
ル
ー
プ
、
会
員
数

1
1
0
人
で
構
成
し
て
い
ま
す
。

　

グ
ル
ー
プ
ご
と
に
週
１
〜
５
回
ほ

ど
の
練
習
を
行
い
、
会
員
同
志
で
和

や
か
に
プ
レ
ー
を
楽
し
ん
で
い
ま
す
。

　

市
長
杯
、
議
長
杯
な
ど
年
５
回
の

大
会
を
石
岡
運
動
公
園
で
開
催
し
て

い
ま
す
。
今
年
は
、
イ
ベ
ン
ト
広
場

で
体
験
講
習
会
を
開
催
し
ま
す
。

　

多
く
の
人
の
ご
参
加
を
お
待
ち
し

て
い
ま
す
。

グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
体
験
教
室

―
一
緒
に
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
を
楽

し
み
ま
せ
ん
か
―

日
時　

10
月
24
日
（
金
）・
25
日
（
土
）

午
前
９
時
30
分
〜
正
午

※
雨
天
の
場
合
は
25
日
（
土
）・
26

日
（
日
）

場
所　

イ
ベ
ン
ト
広
場
（
市
立
図
書

館
前
）

参
加
費　

無
料

※
用
具
は
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
部
で

用
意
し
ま
す
。

■ 

問
い
合
わ
せ　

体
協
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
部
（
小
松

﨑
忠
）
☎
２
６
・
２
７
５
１

会
員
募
集

秋
季

市
民
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
大
会

日
時　

11
月
９
日
（
日
）

午
前
９
時
受
け
付
け
／
午
前
９
時
30

分
試
合
開
始

※
雨
天
の
場
合
は
、11
月
16
日
（
日
）

場
所　

柏
原
テ
ニ
ス
コ
ー
ト

試
合
方
法　

ダ
ブ
ル
ス
男
女
別
リ
ー

　
　
　
　
　

グ
戦

参
加
資
格　

市
内
在
住
、
在
勤
の
人

※
高
校
生
は
男
女
３
ペ
ア
ま
で

参
加
料　

１
ペ
ア
１
０
０
０
円

※
当
日
、
受
付
場
所
に
直
接
お
申
し

込
み
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ

石
岡
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
連
盟
事
務
局

（
小
島
）
☎
２
２
・
２
４
１
３

体
力
・
運
動
能
力
調
査
に

ご
協
力
を

　

あ
な
た
の
体
力
は
何
歳
で
す
か
？

体
の
現
状
を
知
っ
て
こ
れ
か
ら
の
健

康
維
持
に
生
か
し
ま
せ
ん
か
？
二
つ

の
会
場
で
実
施
し
ま
す
。そ
れ
ぞ
れ
、

対
象
と
申
し
込
み
先
が
異
な
り
ま
す

の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

会
場
①　

柏
原
野
球
公
園

対
象　

成
年
（
20
〜
64
歳
・
４
月
１

日
現
在
の
年
齢
）
※
先
着
15
人

日
時　

10
月
13
日
（
月
）
午
前
10
時

〜 

正
午

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ 

柏
原
運
動
施
設
管
理
事
務
所
（
清
水

野
）
☎
２
３
・
８
１
５
８

会
場
②　

農
業
者
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
セ

ン
タ
ー
（
八
郷
総
合
運
動
公
園
内
体

育
館
）

対
象　

1
高
齢
者
（
65
歳
〜
79
歳
）

2
成
年
（
20
歳
〜
64
歳
）

日
時　

10
月
17
日
（
金
）
1
午
前
10

時
〜
正
午
2
午
後
４
時
30
分 

〜
７
時

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

ス
ポ
ー
ツ
振
興
課

☎
４
３
・１
１
１
１
（
内
線
１
２
３
３
） 

　
７
月
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
結
果

・
７
月
12
日　

年
金
受
給
者
Ｇ
・
Ｂ

大
会

優　

勝　

あ
け
ぼ
の
チ
ー
ム

準
優
勝　

城
南
チ
ー
ム

第
３
位　

鹿
の
子
チ
ー
ム

・
７
月
15
日　

月
例
会

優　

勝　

あ
お
ば
チ
ー
ム

準
優
勝　

栄
松
チ
ー
ム

第
３
位　

鹿
の
子
チ
ー
ム

・
７
月
16
日　

県
南
親
善
大
会

優　

勝　

鹿
の
子
チ
ー
ム

・
７
月
24
日　

常
陸
野
親
善
Ｇ
・
Ｂ

大
会　

準
優
勝　

鹿
の
子
チ
ー
ム

第
32
回
石
岡
市
近
隣
中
学
校

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会

・
８
月
17
日　

石
岡
運
動
公
園
体
育
館

優　

勝　

八
郷
中

準
優
勝　

千
代
田
中

第
３
位　

下
稲
吉
中
・
美
野
里
中

石
岡
市
長
杯
野
球
大
会

・
６
月
８
日
〜
７
月
６
日　

柏
原
野
球

場
・
染
谷
野
球
場

優　

勝　

石
岡
消
防
署

準
優
勝　

ゲ
ッ
ツ

第
３
位　

遊
遊
・
東
洋
製
缶

第
９
回

石
岡
市
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会

・
７
月
６
日　

石
岡
運
動
公
園
体
育
館

【
男
女
混
合
の
部
】　

優　

勝　

V qua I tette D

敢
闘
賞　

INFINITY TW
O

努
力
賞　

T.B.O

レ
ジ
ェ
ン
ズ

来
年
も
参
加
し
ま
賞　

は
や
し
フ
ラ

　
　
　
　
　
　
　
　
　

ワ
ー
ズ

【
女
子
の
部
】
優　

勝　

ス
パ
ー
ク
ル

準
優
勝　

葦
穂
ソ
フ
ト
バ
レ
ー
ボ
ー

ル
チ
ー
ム

第
３
位　

エ
イ
ト
ス
タ
ー Angel

結

　果

参
加
者
募
集

▼
石
岡
市
体
育
協
会
に
加
盟
し
て
い
る

団
体
の
会
員
を
募
集
し
ま
す
。

　

ス
ポ
ー
ツ
を
通
し
て
交
流
を
深
め
ま

し
ょ
う
！

広報いしおか１０月１日号  №２１６　２２



健
康
ガ
イ
ド

★
石
岡
保
健
セ
ン
タ
ー　

☎
２
４
・
１
３
８
６　

ＦＡＸ
２
４
・
４
６
３
８

★
八
郷
保
健
セ
ン
タ
ー　

☎
４
３
・
６
６
５
５　

ＦＡＸ
４
４
・
１
４
９
２

★ ★

 

集
団
検
診

■
10
月
健
康
診
査

　
　（地
区
健
診
）

健
診
日
・
会
場

10
月
28
日
（
火
）・
東
成
井
田
園
都

市
セ
ン
タ
ー

10
月
29
日
（
水
）・
園
部
地
区
公
民
館

10
月
30
日
（
木
）・
八
郷
保
健
セ
ン

タ
ー

受
付
時
間　

午
前
９
時
30
分
～
11

時
・
午
後
１
時
30
分
～
３
時

■
11
月
総
合
健
診

健
診
日
時

①
11
月
６
日
（
木
）・
７
日
（
金
）　

②
11
月
13
日
（
木
）・
14
日
（
金
）

午
前
７
時
～
10
時
30
分

会
場　

①
八
郷
保
健
セ
ン
タ
ー

②
石
岡
保
健
セ
ン
タ
ー

申
込
期
間　

①
10
月
１
日
（
水
）
～
７
日
（
火
）

②
10
月
14
日
（
火
）
～
17
日
（
金
）

※
申
込
期
間
内
の
午
前
８
時
30
分
か

 

予
防
接
種
・
助
成

ら
午
後
５
時
15
分
ま
で
に
保
健
セ
ン

タ
ー
へ
電
話
、
フ
ァ
ッ
ク
ス
ま
た
は

窓
口
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

※
１
日
の
定
員
が
２
５
０
人
に
な
り

次
第
締
め
切
り
ま
す
。

※
検
査
項
目
、
負
担
金
な
ど
は
、
広

報
い
し
お
か
４
月
１
日
号
に
折
り
込

ん
だ
年
間
予
定
表
で
ご
確
認
く
だ
さ

い
。

■
子
宮
が
ん
集
団
検
診

　
　
　
　
　
　

受
診
者
を
追
加
募
集

検
診
日
時　

10
月
26
日
（
日
）・
27

日
（
月
）・
28
日
（
火
）・
29
日
（
水
）・

30
日
（
木
）

午
後
０
時
20
分
～
１
時
10
分

会
場　

石
岡
保
健
セ
ン
タ
ー

※
詳
し
く
は
石
岡
保
健
セ
ン
タ
ー
へ

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

◎
イ
ン
フ
ル
エ
ン

ザ
・
高
齢
者
肺
炎
球

菌
予
防
接
種
対
象
者
に
は
必
要
書
類

高齢者
（定期接種）

65 歳以上※予診票郵送
（昭和 24 年 10 月１日以前に生まれた人）
接種日現在で 65 歳の人
※事前に保健センターで手続き要
60 歳以上 65 歳未満で心臓や腎臓、呼吸器、
免疫機能などに重い病気のある人（身体障
害者手帳１級所持の人）
※事前に保健センターで手続き要

小　児
（任意接種）

１歳～中学３年生※予診票郵送
（平成 11 年４月２日生まれ～平成 25 年
10 月１日生まれ）
接種日現在で１歳になる人
※事前に保健センターで手続き要

定期接種
対象者

※ 説 明 書 と
予 診 票 を 郵
送

平成 26 年度に 65 歳・70 歳・75 歳・80 歳・
85 歳・90 歳・95 歳・100 歳以上で、
過去に肺炎球菌ワクチンの接種歴のない人

60 歳以上 65 歳未満で心臓や腎臓、呼吸
器、免疫機能などに重い病気のある人（身
体障害者手帳１級所持の人）で、過去に
肺炎球菌ワクチンの接種歴のない人

任意接種
対象者

65 歳以上の定期接種対象者以外で、過去
に肺炎球菌ワクチン接種歴のない人
※説明書を郵送します。予診票は医療機
関にあります。

■
高
齢
者
肺
炎
球
菌
予
防
接
種
助
成

　

平
成
30
年
度
ま
で
毎
年
、
次
の
年

齢
の
人
が
対
象
と
な
り
ま
す
。

■ピンクリボンの石岡版を
　　　　　　　　　作りました！
◎ピンクリボンとは…乳がんの正
しい知識や、乳がんの早期発見・
早期治療の大切さを知っていただ
くためのシンボルマークです。
　石岡市では平成 24 年度に 4 人
ががんで亡くなり、昨年度の乳が
ん検診では４人の乳がんが発見さ
れています。乳がんは早期発見・
早期治療すれば９割以上が治ると
されています。毎月の自己検診に
加え、年齢に合わせた検診（マ
ン モ グ ラ フ ィ・
超音波・視触診）
の受診をお勧め
しています。

ピンクリボンいしおか

を
９
月
下
旬
に
発
送
し
ま
し
た
。

※
必
ず
し
も
接
種
を
受
け
る
義
務
は

あ
り
ま
せ
ん
。

■
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
接
種
助
成

　

毎
年
冬
に
な
る
と
イ
ン
フ
ル
エ
ン

ザ
の
流
行
が
み
ら
れ
ま
す
。
予
防
に

は
手
洗
い
や
う
が
い
な
ど
に
加
え
、

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ワ
ク
チ
ン
の
予
防

接
種
が
有
効
で
す
。
次
の
人
に
接
種

費
用
の
一
部
助
成
を
行
い
ま
す
。

助
成
費
用　

２
０
０
０
円
※
生
活
保

護
世
帯
の
全
額
助
成
制
度
あ
り
。

助
成
回
数　

１
回

助
成
期
間　

10
月
１
日
～
12
月
31
日

接
種
場
所　

・
石
岡
市
医
師
会
に
加
入
し
て
い
る

助
成
費
用　

４
０
０
０
円
※
生
活
保

護
世
帯
の
全
額
助
成
制
度
あ
り
。

助
成
回
数　

１
回

助
成
期
間　

10
月
１
日
～
平
成
27
年

３
月
31
日

接
種
場
所　

・
石
岡
市
医
師
会
に
加
入
し
て
い
る

医
療
機
関

・
茨
城
県
医
師
会
加
入
医
療
機
関（
任

意
の
人
は
、
実
費
支
払
い
後
、
保
健

セ
ン
タ
ー
で
償
還
払
い
の
手
続
き
が

必
要
で
す
）

医
療
機
関

・
茨
城
県
医
師
会
加
入
医
療
機
関（
高

齢
者
の
み
）

２３　広報いしおか１０月１日号  №２１６



開館時間 午前10時～午後８時
休館日 木曜　問い合わせ　☎27-5171
まちかど情報センター駐車場（向かい側）・
臨時駐車場（土橋通り）を利用ください。

情報センター
　　　ニュース

ま ち か ど

10 月のコミュニティ

ギャラリールネッ散歩 まちかど音楽祭

パ
ソ
コ
ン
教
室　

「
仲
間
と
ワ
ハ
ハ

で
脳
活
Ｏ
Ｋ
」

日
に
ち　

10
月
27
日
（
月
）

資
料
代　

５
０
０
円

▼
毎
月
第
３
土
曜
日
に
開
く
か
ら

サ
ン
ド
市
。
中
心
街
の
店
先
を
借

り
て
、
趣
味
の
手
作
り
品
、
園
芸

品
な
ど
を
展
示
販
売
。
新
鮮
野
菜

も
並
び
ま
す
。
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ

ト
も
大
歓
迎
！
参
加
者
募
集
中
で

す
。

日
時　

第
３
土
曜
日  

　
　
　

午
前
11
時
〜
午
後
３
時

場
所　

香
丸
・
中
町
・
御
幸
通
り

の
参
加
店
前
、
ま
ち
か
ど
情
報
セ

ン
タ
ー

折
り
紙
教
室　

25
日
（
土
）

　
　
　
　
　
　

午
後
１
時
30
分
か
ら

育
児
サ
ー
ク
ル
（
わ
ん
に
ゃ
ん

キ
ッ
ズ
） 

対
象 

未
就
園
児
（
０

〜
４
歳
）

毎
週
火
曜
日 

午
前
10
時
15
分
か
ら

ち
り
め
ん
小
物　

毎
月
第
１
・
３

土
曜
日 

午
後
１
時
か
ら

今月のサンド市は 18 日

建
築
士
会
に
よ
る
絵
画
展

『
未
来
に
自
分
が
住
ん
で
み
た
い
ま
ち
や
家
』

日
時　

10
月
５
日
（
日
）
〜
15
日
（
水
）

　
　
　

午
後
５
時
ま
で

水
彩
画
の
展
覧
会

ア
ト
リ
エ
・
ハ
ー
ト
タ
イ
ム
石
岡
特
別
展

日
時　

10
月
18
日
（
土
）
午
後

　
　
　
　
　
　

〜
25
日
（
土
）
午
前
中

第
１
３
２
回　

總
社
の
調
べ

日
時　

10
月
13
日（
月
・
祝
）午
後
１
時
〜
４
時

場
所　

常
陸
國
総
社
宮　

神
楽
殿

出
演　

１
部「
謡
と
仕
舞
」（
午
後
１
時
か
ら
・

宝
生
流
の
皆
さ
ん
）
２
部
「
秋
に
歌
う
」（
午

後
２
時
30
分
か
ら
・
小
方
メ
モ
リ
ア
ル
コ
ー

ル
）
３
部
「
雅
楽
と
舞
」（
午
後
３
時
15
分

か
ら
・
新
治
雅
楽
会
）

※
夕
方
は
寒
く
な
り
ま
す
の
で
、
上
着
を
ご

用
意
く
だ
さ
い
。

「
風
土
記
」
の

　
「
那
珂
郡
」（
水
戸
市
周
辺
）
を
巡
る

　
「
く
れ
ふ
し
」（
朝
房
山
）
の
里
古
墳
公

園
、
台
渡
里
官
衙
遺
跡
群
、「
曝
井
」
比
定

地
、
愛
宕
山
古
墳
、
回
天
館
、
桂
岸
寺
、 「
大

櫛
貝
塚
」、
小
幡
城
（
中
世
城
郭
、
県
下
最

大
の
迷
路
状
の
堀
底
の
探
検
）、
な
ど
を
巡

る
５
km
以
上
を
歩
く
ル
ネ
ッ
散
歩
。

日
時　

10
月
16
日
（
木
）
午
前
９
時
出
発

集
合
場
所
・
時
間　

ま
ち
か
ど
情
報
セ
ン

タ
ー
に
、
午
前
８
時
30
分
ま
で
に
集
合

定
員　

30
人
（
要
予
約
・
定
員
に
な
り
次
第

締
め
切
り
）　

案
内
人　

長
谷
川
功
氏　

参
加
費　

１
５
０
０
円

備
蓄
品
の
定
期
点
検
を

メモ

防災
　

皆
さ
ん
は
、
災
害
に
備
え
て
、
ど

の
よ
う
な
こ
と
を
し
て
い
ま
す
か
？

　
「
災
害
へ
の
備
え
」
は
備
蓄
品
の

管
理
も
そ
の
一
つ
で
す
。
備
蓄
品
は

定
期
的
に
点
検
し
ま
し
ょ
う
。

□ 

期
限
切
れ
に
な
っ
て
い
る
備
蓄

品
は
あ
り
ま
せ
ん
か
？

□ 

電
池
が
劣
化
し
て
使
用
で
き
な

い
懐
中
電
灯
は
あ
り
ま
せ
ん
か
？

　

非
常
持
ち
出
し
品
リ
ス
ト
は
、
市

の
防
災
マ
ニ
ュ
ア
ル
で
も
項
目
を
例

示
し
て
い
ま
す
。「
あ
な
た
に
と
っ

て
な
い
と
生
活
で
き
な
い
物
」
が
必

要
な
物
に
な
り
ま
す
。
も
う
一
度
、

確
認
を
し
て
み
ま
し
ょ
う
。

「
東
日
本
大
震
災
」
の
被
災
写

真
・
体
験
記
募
集　

継
続
中

　

現
在
、
市
で
は
、
東
日
本
大
震
災

に
関
す
る
記
録
集
を
作
成
す
る
た

め
、
市
民
の
皆
さ
ん
よ
り
東
日
本
大

震
災
の
被
災
写
真
と
体
験
記
を
募
集

し
て
い
ま
す
。

　

詳
し
く
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を

ご
確
認
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ

防
災
対
策
課

☎
２
３
・
１
１
１
１
（
内
線
２
５
８
）

非常食（最低３日分）

飲料水（1人 1日３リットル）

乾パン・缶入りパン

缶詰（缶切り）

ビスケット・チョコレート

加熱しないで食べられるもの

備蓄品チェックリスト
備蓄品は定期的に点検を！

まちかど学習会

広報いしおか１０月１日号  №２１６　２４



か
が
や
き

の　
未来を拓

ひ ひ

く　
男 ひ
ひ
と
女 ひ
ひ

子
育
て
を
楽
し
む
イ
ク
メ
ン
が

　
　
　
　
　
　

家
庭
（
お
う
ち
）
を
明
る
く
す
る

ハ
ー
モ
ニ
ー
コ
ー
ナ
ー

　

市
で
は
、
男
女
が
性
別
に
よ
っ
て

生
き
方
を
制
限
さ
れ
る
こ
と
な
く
、

一
人
ひ
と
り
の
個
性
や
能
力
を
発
揮

す
る
こ
と
が
で
き
る
社
会
の
実
現
を

目
指
し
て
、
さ
わ
や
か
ハ
ー
モ
ニ
ー

セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

　

今
回
の
セ
ミ
ナ
ー
の
テ
ー
マ
は

「
イ
ク
メ
ン
（
育
児
を
積
極
的
に
行

う
男
性
）」
で
す
。「
仕
事
も
大
切
だ

け
れ
ど
、
家
庭
で
の
時
間
も
大
事
に

し
て
い
き
た
い
」
と
考
え
て
い
る
子

育
て
世
代
の
男
性
の
皆
さ
ん
、
こ
の

セ
ミ
ナ
ー
を
通
し
て
、「
家
庭
と
仕

事
の
両
立
（
ワ
ー
ク
ラ
イ
フ
バ
ラ
ン

ス
）」
や
「
家
族
の
ラ
イ
フ
プ
ラ
ン

ニ
ン
グ
」
を
見
つ
め
直
し
て
み
ま
せ

ん
か
。
も
ち
ろ
ん
、
女
性
や
夫
婦
で

の
ご
参
加
も
大
歓
迎
で
す
！

　グラフィックデザイナーとして
働きながら、男の子２人の子育て
に取り組む現役パパ。実母の介護
と妻の職場復帰支援のため「兼業
主夫」として育児・家事をする中で、
子どもの発育と育児期の親には多
様な人間関係が重要であると実感。

「父親であることを楽しもう」とい
う理念のもとに設立された「ＮＰ
Ｏ法人ファザーリング・ジャパン」
の理事として「孤育て」から「多
育て」へ、地域連携と多世代によ
る育児参加を推進している。

村上誠先生のプロフィール

さ
わ
や
か
ハ
ー
モ
ニ
ー
セ
ミ
ナ
ー

日
時　

11
月
９
日
（
日
）

　
　
　

午
後
２
時
か
ら
４
時
ま
で

場
所　

八
郷
総
合
支
所
１
０
１
会
議
室

参
加
費　

無
料

定
員　

30
人

託
児　

事
前
予
約
制
（
２
歳
～
就
学

　
　
　

前
ま
で
）

申
込
方
法　

電
話
ま
た
は
電
子
メ
ー

ル
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

政
策
企
画
課

☎
２
３
・
１
１
１
１
（
内
線
２
２
２
）

　
 kikaku@city.ishioka.lg.jp

夫
婦
力
・
家
族
力
ア
ッ
プ
！

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人

　

フ
ァ
ザ
ー
リ
ン
グ
・
ジ
ャ
パ
ン
理
事

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

村
上 

誠 

先
生

期
日　

10
月
18
日
（
土
）・
19
日
（
日
）

場
所　

府
中
地
区
公
民
館

内
容　

公
民
館
同
好
友
の
会
会
員
や

公
民
館
主
催
講
座
受
講
生
に
よ
る
作

品
展
示
と
実
技
発
表

日
程　

18
日
（
土
）

❖
作
品
展
示

　

午
前
９
時
30
分
～
午
後
３
時
30
分

❖
実
技
発
表

・
府
中
フ
ォ
ー
ク
ダ
ン
ス
同
好
会　

　

午
前
10
時
20
分
～
10
時
50
分

・
石
岡
・
府
中
太
極
拳
同
好
会　

教　育
公民館

府
中
地
区
公
民
館
ま
つ
り

　

午
前
11
時
～
11
時
50
分

・
文
化
協
会
大
正
琴
愛
好
会

　

午
後
１
時
30
分
～
１
時
50
分

・
あ
じ
さ
い
体
操
同
好
会

　

午
後
２
時
～
２
時
20
分

・
楽
し
い
コ
ー
ラ
ス
講
座
有
志

　

午
後
２
時
30
分
～
３
時

・
実
技
体
験
（
ス
ポ
ー
ツ
吹
矢
）

　

午
前
10
時
15
分
～
午
後
３
時

19
日
（
日
）

❖
作
品
展
示

　

午
前
９
時
30
分
～
午
後
３
時

❖
実
技
発
表

・
文
化
協
会
音
楽
部
（
に
じ
の
会
）

　

午
前
10
時
15
分
～
10
時
45
分

・
文
化
協
会
民
謡
部

　

午
前
11
時
～
11
時
30
分

・
実
技
体
験
（
ス
ポ
ー
ツ
吹
矢
）

　

午
前
10
時
～
午
後
３
時

10
月
16
日
（
木
）
～
19
日
（
日
）

・
文
化
協
会
盆
栽
部
展
示
（
工
作
室
）

■
問
い
合
わ
せ

府
中
地
区
公
民
館

☎
２
４
・
１
５
３
０

２５　広報いしおか１０月１日号  №２１６



　

今
年
の
７
月
、
湖
北
環
境
衛
生
組

合
か
ら
土
器
の
寄
贈
を
受
け
ま
し

た
。
東
府
中
の
石
岡
ク
リ
ー
ン
セ

ン
タ
ー
周
辺
か
ら
出
土
し
た
壺
形

土
器
で
、
古
墳
時
代
前
半
期
（
約

１
６
０
０
年
前
）
の
も
の
で
し
た
。

当
時
の
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
の
職
員

の
手
に
よ
っ
て
修
復
も
行
わ
れ
て
い

ま
す
。

　

ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
の
周
辺
で
発

掘
調
査
が
行
わ
れ
た
こ
と
は
あ
り
ま

せ
ん
が
、
こ
れ
ま
で
に
も
古
墳
時
代

前
半
期
の
土
器
が
採
集
さ
れ
て
い
た

こ
と
か
ら
、
古
墳
時
代
の
集
落
の
存

在
が
予
想
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　

園
部
川
を
は
さ
ん
だ
対
岸
、
小
美

玉
市
竹
原
で
も
古
墳
時
代
の
遺
跡
が

多
数
確
認
さ
れ
て
い
ま
す
。
な
か
で

も
昨
年
行
わ
れ
た
竹
原
小
学
校
の
改

築
に
伴
う
発
掘
調
査
で
は
、
古
墳
時

代
前
半
期
の
竪
穴
住
居
跡
が
発
見
さ

れ
て
い
ま
す
。
大
き
い
も
の
は
東
西

時
憶記
の

文化振興課
シリーズ105

☎43-1111
（内線1324）

東
府
中
出
土
の

　
　
　
　

古
墳
時
代
の
壺

９
ｍ
×
南
北
７
ｍ
、
面
積
は
約
40
畳

分
で
、
当
時
の
竪
穴
住
居
跡
の
な
か

で
は
最
大
規
模
を
誇
り
ま
す
。

　

そ
し
て
、
台
地
の
先
端
に
は
羽
黒

古
墳
が
存
在
し
て
い
ま
す
。
羽
黒
古

墳
は
、
古
墳
時
代
前
半
期
の
全
長
67

ｍ
の
前
方
後
円
墳
で
、
園
部
川
流
域

に
お
け
る
最
古
の
古
墳
と
考
え
ら
れ

て
い
ま
す
。

　

こ
の
付
近
は
、園
部
川
が
蛇
行
し
、

複
数
の
支
流
が
合
流
す
る
場
所
で

す
。
水
田
稲
作
の
た
め
の
溜
池
を
作

る
の
に
適
し
た
と
こ
ろ
で
あ
り
、
水

上
交
通
の
拠
点
と
な
る
場
所
で
す
。

そ
れ
ゆ
え
、
古
墳
時
代
前
半
期
の
集

落
が
数
多
く
存
在
し
、
そ
れ
ら
を
基

盤
に
羽
黒
古
墳
が
造
営
さ
れ
た
と
考

え
ら
れ
ま
す
。

　

今
回
の
土
器
は
、
東
府
中
に
も
羽

黒
古
墳
を
支
え
た
集
落
が
存
在
し
た

こ
と
を
裏
付
け
る
も
の
に
な
り
ま
す
。

　

寄
贈
を
受
け
た
土
器
は
文
化
振
興

課
で
保
管
し
、
今
後
資
料
館
な
ど
で

展
示
す
る
予
定
で
す
。

図
書
館
つ
う
し
ん

■ 

問
い
合
わ
せ　

石
岡
市
立
中
央
図
書
館 

☎
２
４
・
１
５
０
７

中
央
図
書
館 

２
階
視
聴
覚
室

《
10
月
の
お
は
な
し
玉
手
箱
》

・
４
日
（
土
）
午
前
10
時
30
分
か
ら

《
10
月
の
お
は
な
し
会
》

・
18
日
（
土
）
午
前
10
時
30
分
か
ら

中
央
公
民
館

《
10
月
の
お
は
な
し
フ
レ
ン
ズ
》

・
11
日
（
土
）
午
後
２
時
30
分
か
ら

◎
対
象
は
、
幼
児
か
ら
小
学
校
中

学
年
程
度
で
す
。
時
間
は
お
よ
そ

30
分
で
す
。

ＨＰ

http://lib.city.ishioka.lg.jp/

【休館日】

１０月

６日
13日
20日
27日
30日

　

茨
城
県
立
歴
史
館
主
席
研
究
員
の

大
関
先
生
を
お
招
き
し
て
、
茨
城
随

一
の
名
山
か
つ
霊
峰
で
あ
る
「
筑
波

山
」
が
古
代
か
ら
近
世
に
か
け
て
ど

の
よ
う
に
信
仰
さ
れ
て
い
た
か
に
迫

り
ま
す
。

日
時

10
月
11
日
（
土
）　

　
　
　

午
後
２
時
〜
４
時

場
所　

中
央
図
書
館 

３
階
読
書
室

費
用　

無
料

講
師　

大
関 

武 

氏

対
象　

一
般
（
先
着
50
人
）

申
込
方
法　

中
央
図
書
館
に
電
話
で

お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

歴
史
講
座

　「筑
波
山
信
仰
」

▲石岡クリーンセンター周辺
出土の壺

特
別
企
画

　魔
女
直
伝
！

ほ
う
き
づ
く
り
と
お
は
な
し
会

　

つ
く
ば
の
森
か
ら
、
３
２
９
歳
の

魔
女
が
中
央
図
書
館
に
や
っ
て
き
ま

す
！
今
年
は
特
別
！
「
魔
女
お
ば
さ

ん
の
お
は
な
し
会
」
に
加
え
、
な
ん

と
魔
女
直
伝
の
ほ
う
き
を
み
ん
な
で

作
っ
ち
ゃ
い
ま
す
！

日
時　

10
月
19
日
（
日
）

　
　
　

午
後
２
時
〜
３
時
30
分

場
所　

中
央
図
書
館
３
階
読
書
室　

費
用

　無
料

対
象　

幼
児
・
児
童
（
大
人
も
参
加

可
能
）

定
員　

50
人
（
先
着
順
）

申
込
方
法　

10
月
７
日
（
火
）
か
ら
、

中
央
図
書
館
へ
直
接
、
ま
た
は
電
話

で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

読
書
週
間

　「め
く
る

　め

ぐ
る

　本
の
世
界
」

　

10
月
27
日（
土
）〜
11
月
９
日（
金
）

は
、読
書
週
間
で
す
。
図
書
館
に
は
、

た
く
さ
ん
の
本
が
あ
り
ま
す
の
で
、

一
度
足
を
運
ん
で
み
ま
せ
ん
か
。

お
は
な
し
の
世
界
へ

　
　
　
　
　
　よ
う
こ
そ
！

　

中
央
図
書
館
・
中
央
公
民
館
で
は
、

幼
児
・
児
童
を
対
象
と
し
た
お
は
な

し
会
を
毎
月
開
催
し
て
い
ま
す
。
図

書
館
職
員
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
よ
る

「
絵
本
の
読
み
聞
か
せ
」「
紙
芝
居
」

「
パ
ネ
ル
シ
ア
タ
ー
」
な
ど
楽
し
い

お
は
な
し
を
行
っ
て
い
ま
す
。
お
気

軽
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

※
開
催
日
な
ど
変
更
に
な
る
場
合
も

あ
り
ま
す
。
詳
し
く
は
、
中
央
図
書

館
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

広報いしおか１０月１日号  №２１６　２６



　

 　
　

 　
　

 

東
石
岡　

惣
野
代
英
子

婆
が
待
っ
て
る　

可
愛
い
孫
の

　

帰
省
嬉
し
い　

夏
休
み

　

 　
　

 　

 　

府　

中　

稲
田　

す
み

予
選
勝
ち
抜
き　

ま
ず
甲
子
園

　

夏
の
球
児
の　

日
焼
け
顔　
　

　

 　
　

 　
　

 

柿　

岡　

鈴
木
千
代
子

巧
い
話
に　

み
す
み
す
乗
っ
て

　

寝
言
ま
で
出
る　

こ
ぼ
す
日
　々

　

 　
　

 　
　

下　

林　

白
井
冨
喜
江

笑
顔
か
く
せ
ぬ　

我
が
家
の
宝

　

世
継
ぎ
安
堵
の　

宮
参
り

　
　

 　
　

  　

 

杉　

並　

助
川　

浩
史

子
ら
に
貰
っ
た　

安
眠
枕

　

夜
が
た
の
し
い　

夢
の
中　
　

     

　

 　
　

 　
　

 

国　

府　

坂
下　

蜻
蛉

鵜
飼
い
篝

か
が
り

火　

水
面
に
映
え
る

　

熱
気
溢あ

ふ

れ
て　

焦
が
す
胸

　

 　
　

 　

府　

中　

小
川
野　

蛙

店
に
並
ん
だ　

色
鮮
や
か
な

　

浴
衣
選
ぶ
は　

ピ
ア
ス
の
娘こ

　

 　
　

 　

 

国　

府　

島
田
雪
う
さ
ぎ

地
産
地
消
で　

夕
飯
作
る

　

食
の
安
全　

わ
が
腕
に

百ひ
ゃ
く
た
ん
反
の
布

　
　
　
　
　
　
　
　
　

打
田　

昇
三

　

治
承
元
年
（
一
一
七
七
）
の
夏
、

平
家
を
倒
す
計
画
が
初
め
て
謀
議
さ

れ
た
「
鹿し
し
の
谷
」
会
合
で
、
源
行
綱

と
い
う
武
士
は
挙
兵
の
際
に
使
う
白

布
百
反
を
貰
っ
た
。
源
氏
の
白
旗
と

し
て
も
弓
の
袋
に
充
て
て
も
良
い
。

し
か
し
当
時
は
僧
兵
が
暴
れ
て
い
た

こ
と
も
あ
っ
て
、
ク
ー
デ
タ
ー
の
実

行
が
遅
延
し
た
。
こ
れ
に
不
安
を
感

じ
た
源
行
綱
は
、
或
る
夜
に
平
清
盛

の
許
を
訪
ね
て
「
平
家
打
倒
の
陰
謀
」

を
密
告
し
た
。

　

こ
の
た
め
謀
議
に
加
担
し
た
西
光
、

藤
原
成
親
父
子
、
平
康
頼
、
俊
寛
な

ど
後
白
河
法
皇
の
近
臣
た
ち
が
一
斉

に
捕
え
ら
れ
計
画
は
挫
折
し
た
。
法

皇
は
出
席
を
予
定
し
て
い
た
が
出
な

か
っ
た
の
で
、
清
盛
に
睨に
ら
ま
れ
な
が

ら
何
と
か
助
か
っ
た
。
藤
原
成
親
は

妹
が
平
重
盛
の
夫
人
で
あ
っ
た
た
め
、

直
ぐ
に
は
斬
ら
れ
な
か
っ
た
が
助
か

り
も
し
な
か
っ
た
。

　

密
告
し
た
行
綱
は
清
和
源
氏
の
本

流
・
源
頼
光
の
直
系
で
あ
る
が
地
方

武
士
に
な
っ
て
久
し
く
、
清
和
源
氏

は
頼
朝
の
系
統
に
移
っ
て
い
た
。
行

綱
が
鹿
の
谷
会
合
で
貰
っ
た
百
反
の

布
は
既
に
衣
服
に
流
用
さ
れ
て
い
た

が
清
盛
は
何
も
言
わ
な
か
っ
た
。
や

が
て
平
家
が
滅
び
源
氏
の
世
と
な
っ

　

 　
　
　
　

 

東
光
台　

内
田
千
代
子

公
民
館
の
講
座
に
行
き
し
歌
舞
伎
座
は

源
平
の
世
に
わ
れ
を
い
ざ
な
う

　

 　
　

 　
　

 

東
石
岡　

田
村　

満
佐

鎌
の
先
音
た
て
火
花
を
散
ら
し
つ
つ
石

こ
ろ
道
の
草
を
刈
り
ゆ
く

　
 　

　

 　
　

 

井　

関　

木
間
塚
具
子

良
き
日
あ
り
悪
き
日
も
あ
り
病
人
に
一

喜
一
憂
日
々
父
を
看
る

井　

関　

坂
本　

ふ
く

親
心
茄な

す
び子

に
習
う
事
多
し

若　

宮　

今
川　

武
男

人
の
世
は
は
か
な
き
も
の
か
盆
に
入
る

東
光
台　

野
村　

洋
子

今
父
に
会
え
た
ら
冷
し
酒
を
注
ぐ

若　

松　

城
下　
　

稔

生
き
ざ
ま
の
悔
い
を
引
き
ず
る
走
馬
灯

総　

社　

山
口
美
津
子

籐
椅
子
の
父
と
鬼
平
犯
科
帳

俳　
　

句

文
化
協
会
だ
よ
り

市
民
ず
い
ひ
つ

て
か
ら
、
行
綱
は
源
頼
朝
の
前
に
姿

を
見
せ
た
け
れ
ど
も
、
頼
朝
に
軽
蔑

さ
れ
て
源
氏
勢
に
は
加
え
て
貰
え
な

か
っ
た
ら
し
く
、
結
局
は
布
百
反
だ

け
の
武
士
に
な
っ
た
。

　

 　
　

 　
　

 

東
大
橋　

森　

美
千
瑠

夕
暮
る
る
団
地
を
行
け
ば
灯
り
ゐ
て
弾

め
る
子
供
の
声
が
も
れ
く
る

　

    　

 　
　

  

石　

岡　

外
川
な
を
み

オ
カ
リ
ナ
の
優
し
き
音
色
に
迎
え
ら
れ

偲
び
つ
つ
歌
う
「
ふ
る
さ
と
」
の
う
た

短　
　

歌

い
し
お
か
俳
句
同
好
会

や
さ
と
俳
句
会

　
　
　
　

   　

  

柿　

岡　

野
村　

京
子

迷
ふ
こ
と
な
か
れ
み
ん
み
ん
蟬
強
し

　

 　
　

 　
　

   

瓦　

谷　

萩
原　

梨
郷

ひ
た
ち
野
や
黄
金
の
穂
波
う
ち
揃
ひ

　

 　
　

 　
　

 

下　

林　

櫻
井　

衛
人

鮬
口
を
打
つ
人
も
な
し
寺
の
秋

石
岡
短
歌
同
好
会

八
郷
短
歌
会

　

 　
　

 　
　

 
山　

崎　

西
口
は
ま
子

処
暑
の
朝
茄
子
と
茗
荷
の
み
そ
汁
に
其そ

を
好
み
た
る
亡は

は母
浮
か
び
来
る　
　
　

　

 　
　

 　
　

 

月　

岡　

菱
沼
む
免
子

穂
揃
い
し
稲
田
の
上
を
燕
ら
が
し
ば
し

飛
び
交
う
お
筑
波
清
し

　

 　
　

 　
　

 

片　

野　

小
野
瀬
も
と

花
咲
く
あ
り
種
結
ぶ
も
あ
り
庭
の
草
真
夏

の
暑
さ
に
負
け
じ
と
取
り
ぬ

俚　
　

謡

投
稿
作
品

石
岡
俚
謡
会

　

 　
　

 　
  

北
府
中　

大
村
み
ち
ゑ

忍
一
筆
白
寿
の
僧
や
夏
衣

　
　
　
　
　

東
成
井　

小
島　

せ
ん

暑
さ
に
も
負
け
ず
に
田
ん
ぼ
稲
の
穂
は

実
り
豊
か
な
秋
を
迎
え
る

　

 　
　

 　
　

 

山　

崎　

荒
井　

幸
子

騒
が
し
き
地
球
の
姿
良
く
見
む
と
月
も

近
づ
く
八
月
の
夕

　

 　
　

 　
　

 

柴　

内　

羽
生　
　

俊

残
暑
に
て
日
常
生
活
水
分
と
首
を
冷
や

し
つ
熱
中
予
防

●
文
化
協
会
盆
栽
部
高
浜
盆
栽
会

・
高
浜
地
区
文
化
祭
「
盆
栽
展
示
会
」

【
日
時
】
10
月
25
日
（
土
）

 

午
前
９
時
～
午
後
３
時

【
場
所
】
高
浜
小
学
校
体
育
館

■
問
い
合
わ
せ

小
松
崎
☎
２
６
・
２
９
６
０

●
文
化
協
会
盆
栽
部
八
郷
支
部

・
第
25
回
八
郷
ふ
れ
あ
い
ま
つ
り

　
　
「
盆
栽
展
示
会
」

【
日
時
】
10
月
26
日
（
日
）

 

午
前
９
時
30
分
～
午
後
３
時
30
分

【
場
所
】
八
郷
総
合
支
所
１
階
会
議
室

■
問
い
合
わ
せ

石
井
☎
４
３
・
２
４
１
８

●
や
さ
と
読
書
会

・
課
題
本
読
書
会 

参
加
者
募
集

【
日
時
】
11
月
19
日
（
水
）

 

午
前
10
時
～
午
後
１
時

【
場
所
】
国
民
宿
舎
つ
く
ば
ね

【
昼
食
代
】
１
２
０
０
円

【
課
題
本
】「
テ
ニ
ス
・
コ
ー
ト
」

角
川
文
庫
／
曽
野
綾
子 

著

※
見
学
も
歓
迎
し
ま
す
。

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

佐
藤
☎
４
３
・
１
４
６
３

文
芸
い
し
お
か

　

市
民
の
皆
さ
ん
か
ら
の
作
品
（
俳
句
・

短
歌
・
俚
謡
・
市
民
ず
い
ひ
つ
）
を
募
集

し
ま
す
。
投
稿
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

◆
送
付
先　

〒
３
１
５
─８
６
４
０

石
岡
市
石
岡
一
丁
目
１
番
地
１

石
岡
市
役
所
市
長
公
室
秘
書
広
聴
課
「
文

芸
い
し
お
か
コ
ー
ナ
ー
」
係
ま
で

２７　広報いしおか１０月１日号  №２１６



栄養成分（２人分）

材
料
（
２
人
分
）

さ
ば
水
煮
缶
（
缶
汁
ご
と
）
１
缶

１
９
０ｇ
・
長
ね
ぎ
（
み
じ
ん
切
り
）

½
本

麩　

10ｇ
・
片
栗
粉　

大
さ
じ
２
・

青
し
そ　

６
枚
・
オ
リ
ー
ブ
油　

大

さ
じ
２
・
ポ
ン
酢
し
ょ
う
ゆ　

適
量

作
り
方　

①
ボ
ウ
ル
に
さ
ば
缶
、
み
じ
ん
切
り

し
た
長
ネ
ギ
、
砕
い
た
麩
、
片
栗
粉

を
入
れ
て
よ
く
混
ぜ
合
わ
せ
、
６
等

分
し
て
丸
め
、
青
し
そ
で
く
る
む
。

②
オ
リ
ー
ブ
油
を
熱
し
た
フ
ラ
イ
パ

ン
で
両
面
を
こ
ん
が
り
焼
く
。

エネルギー 291kcal
塩分 0.8g

さば缶つくねのしそ巻き

ふんわりとした食感とシソの風味が混
ざり、さっぱりといただける一品です。

食欲旺盛でわんぱくな男の子。
ただ今、両手を離して立っち
を練習中。ニコニコ笑顔の楓
ちゃんが大好き。

菊地 楓
ふう と

翔ちゃん（10 か月）  
　　　　　　　　　　　石岡                            

　わが家のアイドル（未就学
児）を募集しています！お子
さんの成長の記念にいかがで
すか？
　掲載を希望する人は、秘書
広聴課にご連絡ください。市
のホームページ（広報いしお
か→わが家のアイドル申請用
紙）からも申込用紙をダウン
ロードできます。

■問い合わせ　秘書広聴課
☎ 23-1111（内線 213）
     http://www.city.ishioka.lg.jp/ＨＰ

菊地 楓
ふう と

翔 　　　　　　　　　    　
　                            　　　　山崎
歌とダンスが大好き。お姉ちゃ
んとは時々けんかもするけれ
ど、とても仲良しです。元気で
思いやりのある子になってね。

大和田 花
か ほ

歩ちゃん　（３歳４か月）
　　 

わが家のアイドル

平成26年10月1日　編集／石岡市 秘書広聴課　☎23‐1111　内線213　〒315‐8640茨城県石岡市石岡一丁目1番地1

ホームページアドレスhttp://www.city.ishioka.lg.jp/　電子メールshichoushitsu@city.ishioka.lg.jp　メールマガジンをご利用ください。　
　　　 環境にやさしい大豆インキを使用しています。

大和田 花
か ほ

歩ちゃん　（３歳４か月）

〈表紙の写真〉
　８月８日、大相撲夏巡業の石岡・小美玉場所（実行委員長　山口
弘典）が石岡運動公園体育館で開催され、3,500 人のファンが詰め
かけ熱い声援を送りました。
　市内で地方巡業が開催されるのは 27年ぶりで、県内では４月の
笠間場所に続く開催となりました。　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　（８月８日石岡運動公園にて撮影）

③
器
に
盛
り
、
ポ
ン
酢
し
ょ
う
ゆ
を

つ
け
て
食
べ
る
。

☆
麩
は
手
で
砕
き
な
が
ら
入
れ
ま

す
。
具
が
一
つ
に
ま
と
ま
る
よ
う
に

缶
汁
を
吸
わ
せ
ま
す
。

　

さ
ば
は
、
血
中
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル

値
を
下
げ
る
効
果
の
あ
る
Ｄ
Ｈ
Ａ
や

Ｅ
Ｐ
Ａ
を
豊
富
に
含
ん
で
い
る
食
材

で
す
。
缶
詰
を
使
う
こ
と
で
手
軽
に

作
れ
ま
す
。
さ
ん
ま
水
煮
缶
で
も
代

替
で
き
ま
す
。

幸せは食事から
ヘルスメイトの
レシピ紹介


	P01.pdf
	P02〜05
	P06〜09
	P10
	P11
	P12・13
	P14〜17広告なし
	P18
	P19
	P20
	P21
	P22
	P23
	P24
	P25
	P26
	P27
	P28



